
コンフィギュレーション管理コマンド：

Cisco ASR 9000 シリーズルータ

このモジュールでは、基本的なコンフィギュレーションの管理に使用する Cisco IOS XRコマン
ドについて説明します。

コンフィギュレーション管理の概念、タスク、および例の詳細については、『Cisco ASR 9000
Series Aggregation Services Router Getting Started Guide』を参照してください。
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abort
コンフィギュレーションセッションを終了し、コミットされていない変更をシステムの確認なし

にすべて破棄するには、任意のコンフィギュレーションモードで abortコマンドを使用します。

abort

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードと引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード 任意のコンフィギュレーションモード

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

コンフィギュレーションセッションを終了し、任意のコンフィギュレーションモードから EXEC
モードに戻るには、abortコマンドを使用します。このコマンドは、すべてのコミットされてい
ないコンフィギュレーションの変更を廃棄します。変更のコミットを求められます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

コマンドの影響を受ける機能またはモードの

動作

コマンドの影響を受ける機能またはモードのタス

ク ID

___________________
例 次に、abortコマンドを使用して、コンフィギュレーションセッション中に行った変更をすべて

破棄する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# interface gigabitethernet 0/2/0/0
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RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)# ipv4 address 1.1.1.1 255.0.0.0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)# abort
RP/0/RSP0/CPU0:router#

___________________
関連コマンド 説明コマンド

セッションを終了し、あらゆるコンフィギュレーションモードの

状態にあるルータを EXECモードへ戻します。
end, （38ページ）

現在のコンフィギュレーションモードを終了して次の高度なコマ

ンドモードを開始するか、端末セッションからログアウトします。

exit, （42ページ）
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admin
管理 EXECモードを開始するには、EXECモードで adminコマンドを使用します。

admin

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードと引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

管理 EXECモードを開始するには、adminコマンドを使用します。管理コマンドは、さまざまな
管理プレーンコマンドの実行に使用します。

管理コマンドは、管理モードを開始することによってのみ実行できます。EXECモードでadmin
コマンドにキーワードをプレフィックスしても実行できません。

（注）

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込み、実行admin
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___________________
例 次に、管理 EXECモードを開始する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# admin
RP/0/RSP0/CPU0:router(admin)#

管理コンフィギュレーションモードを使用するには、管理 EXECモードで configure コマンドを
使用します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# admin
RP/0/RSP0/CPU0:router(admin)# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(admin-config)#

___________________
関連コマンド 説明コマンド

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configure, （31ページ）
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alias
コマンドエイリアスを作成するには、グローバルコンフィギュレーションモードで alias コマン
ドを使用します。エイリアスを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

aliasalias-name[ (param-list) ]content

no alias alias-name

___________________
構文の説明

コマンドエイリアスの名前。エイリアス名は 1つの語にすることも、ハ
イフン（-）やアンダースコア（_）で結合された複数の語にすることもで
きます。

alias-name

（任意）エイリアスに割り当てられるパラメータ。これらのパラメータ

は、実行時に埋め込まれます。

param-list

元のコマンド構文。元のコマンド構文の有効な省略形は、 content 引数に
入力できます。

content

___________________
コマンドデフォルト コマンドエイリアスは設定されていません。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

Cisco IOS XRソフトウェアでは、さまざまなエンティティ用の汎用エイリアス定義がサポートさ
れます。エイリアスは、任意の物理エンティティまたは論理エンティティに参照として割り当て

ることができます。たとえば、エイリアスでは、コマンド、コマンドの一部、コマンドのグルー

プ、場所、または IPアドレスを参照できます。
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エイリアスは最初に定義を行う必要があります。そのあと、定義済みのエンティティの代わりに

エイリアスをコマンドラインで使用できます。

エイリアスのプロパティのリストを次に示します。

•エイリアスは、任意のモードで場所を問わず使用できます。

•エイリアスには、0個、1個、または複数個のパラメータを割り当てることができます。

•エイリアスでは、$記号が付いたパラメータを参照できます。

•エイリアスで複数のコマンドを参照する場合は、それらのコマンドをセミコロン（;）で区切
る必要があります。

• aliasコマンドのサイズの上限は 1024文字です。

aliasコマンドは任意の場所で使用できます。エイリアスによって参照されるコンテンツがそのコ
ンテキストまたはモードにおいて無効または不適切である場合は、置換コンテンツを含む警告メッ

セージが表示されます。

エイリアスを表すキーワードのサブセットをエイリアス名にすることはできません。置換は、入

力の一致が完全に失敗した場合に限り行われます。たとえば、次の例に示すように、エイリアス

名を「config」としてエイリアスを定義しようとすると失敗します。

RP/0/RP0/CPU0:router# (config)# alias config set_host hostname router
RP/0/RP0/CPU0:router# (config)# show configuration

alias set_host hostname router

すべてのコマンドエイリアスまたは特定のモードのコマンドエイリアスを表示するには、show
aliasesコマンドを使用します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みlogging

___________________
例 次に、show ipv4 interface briefコマンドを表す ipbrという名前のエイリアスを作成し、コンフィ

ギュレーションをコミットして、EXECモードを開始し、設定したエイリアスを入力する例を示
します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# alias ipbr show ipv4 interface brief
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# show configuration

Building configuration...
alias ipbr show ipv4 interface brief
end
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# commit
RP/0/RSP0/CPU0:Feb 21 04:42:57.017 : config[65689]: %MGBL-LIBTARCFG-6-COMMIT :
Configuration committed by user 'lab'. Use 'show configuration commit changes 1000000022'
to view the changes.
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# end
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RP/0/RP0/CPU0:Mar 27 22:19:05 : config[65739]: %SYS-5-CONFIG_I : Configured from console
by lab
RP/0/RSP0/CPU0:router# ipbr
RP/0/RSP0/CPU0:router# show ipv4 interface brief

Interface IP-Address Status Protocol
Loopback0 1.1.1.1 Up Up
Loopback999 unassigned Up Up
MgmtEth0/0/CPU0/0 12.29.56.21 Up Up
RP/0/RSP0/CPU0:router#

次の例は、POSインターフェイス 1/0/2/3を表す mycompany-10geという名前のエイリアスを定義
する方法を示してから、このエイリアスを使用してインターフェイスをシャットダウンする方法

を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# alias mycompany-10ge gigabitethernet1/0/2/3
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# interface mycompany-10ge
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)# shutdown
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#

次に、エイリアス定義でパラメータ名を使用する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# alias shint (intname) show interface $intname

次に、1つのパラメータと 2つのコマンドを使用してエイリアスを定義する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# alias shint_both (intname) show interface $intname;show run
interface $intname

次に、EXECモードでエイリアス shint_bothを使用する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(exec)# shint_both(gigabitethernet1/2/3/4)

次のように、2種類のコマンドが発行されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(exec)# show interface gigabitethernet1/2/3/4; show run interface
gigabitethernet1/2/3/4

___________________
関連コマンド 説明コマンド

すべてのコマンドエイリアスのサマリーを表示しま

す。

show aliases, （98ページ）
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apply-template
ターゲットコンフィギュレーションにテンプレートを適用するには、グローバルコンフィギュ

レーションモードで apply-templateコマンドを使用します。

apply-template template-name [(param-list)]

___________________
構文の説明

実行コンフィギュレーションに適用するテンプレートの名前。テン

プレートを定義するには、templateコマンドを使用します。
template-name

（任意）5個までのテンプレートパラメータ。param-list

___________________
コマンドデフォルト ターゲットコンフィギュレーションに適用されるテンプレートはありません。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ターゲットコンフィギュレーションにテンプレートを適用するには、apply-templateコマンドを
使用します。テンプレートを使用すると、コンフィギュレーションコマンドのグループを表すテ

ンプレート名を作成できます。

テンプレートを定義するには、templateコマンドを使用します。テンプレートコンフィギュレー
ションモードを終了してグローバルコンフィギュレーションモードに戻るには、end-templateコ
マンドを使用します。テンプレートの内容を表示するには、オプションの template template-name
キーワードおよび引数を指定して show runningコマンドを使用します。

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータシステム管理コマンドリファレンスリリー
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みconfig-services

___________________
例 次に、テンプレートを定義し、そのテンプレートをターゲットコンフィギュレーションに適用す

る例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# template hostname-template
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-TPL)# hostname router1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-TPL)# end-template
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# apply-template hostname-template

___________________
関連コマンド 説明コマンド

テンプレートコンフィギュレーションモードを終了し

ます。

end-template, （40ページ）

現在の（アクティブな）実行コンフィギュレーション

を表示します。

show running-config, （147ページ）

テンプレートを定義します。template, （151ページ）
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clear comment
コンフィギュレーションに関連付けられているコメントを廃棄するには、任意のコンフィギュレー

ションモードで clear commentコマンドを使用します。

clear comment

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードと引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード 任意のコンフィギュレーションモード

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

clear commentコマンドは、コンフィギュレーションファイルの特定のコンフィギュレーション
に追加されたコメントをクリアします。 clear commentコマンドの入力後、コメントを削除する
コンフィギュレーションを別の行に入力します。

コンフィギュレーションにコメントを入力するには !を入力し、そのあとにコメントを入力しま
す。入力したコメントは、次に入力したコンフィギュレーションに関連付けられます。例：

RP/0/RSP0/CPU0:router#!router1 is located in xxx
RP/0/RSP0/CPU0:router# hostname router1
RP/0/RSP0/CPU0:router# commit

コメントは、 show running-config コマンドの出力に表示されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show running-config
...
!router1 is located in xxx
hostname router1
...

Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータシステム管理コマンドリファレンスリリー
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

コマンドの影響を受ける機能またはコンフィ

ギュレーションモードの動作

コマンドの影響を受ける機能またはコンフィギュ

レーションモードのタスク ID

___________________
例 次に、コンフィギュレーション ipv4 address 1.1.1.1 255.0.0.0に関連付けられているコメントを破棄

する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)# clear comment
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)# ipv4 address 1.1.1.1 255.0.0.0
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clear configuration commits
コミットデータベースから古いコミット IDを削除してディスク領域を解放するには、EXECモー
ドまたは管理 EXECモードで clear configuration commitsコマンドを使用します。

clear configuration commits {diskspace kilobytes| oldest number-of-commits}

___________________
構文の説明 kilobytes 引数で指定したキロバイト（KB）数を解放するのに必要な数のコ

ミット IDをコミットデータベースから削除します（使用可能なコミット
IDのうち最も古いものから削除されます）。解放するディスク領域のキロ
バイト数の範囲は 1～ 4194304です。

解放されるディスク領域の容量は、コミットデータベース内に存

在するコミットのサイズおよび数によって異なる場合がありま

す。

（注）

diskspace kilobytes

number-of-commits引数で指定した数のコミット IDを削除します。

オンラインヘルプ（ ?）機能を使用して、削除できるコミット
IDの範囲を表示します。

（注）

oldest
number-of-commits

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード EXEC

管理 EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ロールバック動作に使用可能な数のコミット IDを削除するには、clear configuration commitsコ
マンドを使用します。直近の 100回のコミットがシステムによって保持されます。新しいコミッ
ト IDが追加されると、最も古いコミット IDが破棄され、ロールバック動作には使用できなくな
ります。
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clear configuration commitsコマンドは、コミットデータベースのコミットだけを削除します。
したがって、実行コンフィギュレーションは変更されません。

（注）

コミット IDがコミットデータベースから削除されると、そのコミット IDはロールバックに
使用できなくなり、コミット変更の表示（show configuration rollback changesコマンドによ
る）に使用できなくなります。

（注）

現在の実行コンフィギュレーションを前のコンフィギュレーションにロールバックするには、

rollback configurationコマンドを使用します。ロールバック動作に使用可能なコミット IDのリス
トまたは rollback configurationコマンドによって行われる変更を表示するには、showconfiguration
rollback changesコマンドを使用します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

実行config-services

___________________
例 次に、最も古い 16個のコミット IDを削除してディスク領域を解放する例を示します。このコマ

ンドを入力すると、削除の確認を求めるプロンプトが表示されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router# clear configuration commits oldest 16

Deleting 16 rollback points '1000000021' to '1000000036'
256 KB of disk space will be freed. Continue with deletion?[confirm] y

___________________
関連コマンド 説明コマンド

コンフィギュレーションを以前のコミットにロールバッ

クします。

rollback configuration, （66ページ）

設定のロールバックによって生じる変更、またはコミッ

ト IDのリストを表示します。
show configuration rollback changes, （133
ページ）
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clear configuration inconsistency
ルータコンフィギュレーションまたは管理プレーンコンフィギュレーションの不一致アラームを

クリアするには、EXECモードまたは管理 EXECモードで clear configuration inconsistencyコマン
ドを使用します。

clear configuration inconsistency

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードと引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト 管理 EXECモード：管理プレーンコンフィギュレーションの不一致アラームをクリアします。

EXECモード：SDRコンフィギュレーションの不一致アラームをクリアします。

___________________
コマンドモード EXEC

管理 EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

不一致アラームは、コンフィギュレーションの回復に失敗した場合に設定されます。これはルー

タ起動中、またはラインカードまたはルートスイッチプロセッサ（RSP）カードを挿入または取
り外すときに発生します。

不一致アラームが設定されている場合は、次のようなメッセージが表示されます。

RP/0/0/CPU0:May 26 11:58:40.662 : cfgmgr-rp[130]: %MGBL-CONFIGCLI-3
BATCH_CONFIG_FAIL : 28 config(s) failed during startup. To view
failed config(s) use the command - "show configuration failed startup"

RP/0/0/CPU0:May 26 11:58:41.731 : cfgmgr-rp[130]:
%MGBL-CONFIG-3-ADMIN_INCONSISTENCY_ALARM : Admin plane configuration
inconsistency alarm has been raised. Configuration commits will be
blocked until an ADMIN plane 'clear configuration inconsistency' command
has been run to synchronize persisted admin plane configuration with
running admin configuration.
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不一致アラームが設定されている場合は、clear configuration inconsistencyコマンドを使用してア
ラームをクリアするまで、コンフィギュレーションコミット動作がすべて失敗します。このコマ

ンドはアラームをクリアし、失敗したコンフィギュレーションを削除します。

たとえば、次のコンフィギュレーションコミットは既存の不一致アラームのために完了できませ

ん。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

ADMIN plane running configuration is inconsistent with persistent
configuration.

No configuration commits will be allowed until an admin plane
'clear configuration inconsistency' command is performed.
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# hostname router2
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#commit

ADMIN plane running configuration is inconsistent with persistent
configuration.

No configuration commits will be allowed until an admin plane
'clear configuration inconsistency' command is performed.

アラームをクリアしてコミット動作を続行できるようにするには、clear configuration inconsistency
コマンドを入力します。

失敗したコンフィギュレーションを再適用するには、コンフィギュレーションを再適用して再

コミットする必要があります。以前に失敗したコンフィギュレーションの内容をスタートアッ

プコンフィギュレーションからターゲットコンフィギュレーションに入力するには、startup
キーワードを付けて load configuration failedコマンドを使用します。

（注）

コンフィギュレーション履歴ログの不一致アラームの設定イベントとクリアイベントを表示する

には、alarmキーワードを指定した show configuration historyコマンドを使用します。

コマンドモード

管理プレーンコンフィギュレーションの不一致アラームをクリアするには、管理 EXECモードで
clear configuration inconsistencyコマンドを入力します。

ルータの不一致アラームをクリアするには、EXECモードで clear configuration inconsistencyコマ
ンドを入力します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

実行config-services

___________________
例 次の例は、管理EXECモードで clear configuration inconsistencyコマンドを入力して、管理プレー

ンコンフィギュレーションの不一致アラームをクリアする方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# admin
RP/0/RSP0/CPU0:router(admin)# clear configuration inconsistency
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Creating any missing directories in Configuration File system...OK
Initializing Configuration Version Manager...OK
Syncing ADMIN commit database with running configuration...OK
Re-initializing cache files...OK
Updating Commit Database. Please wait...[OK]

次の例は、ルータコンフィギュレーションの不一致アラームをクリアする方法を示します。コマ

ンドは EXECモードで入力します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# clear configuration inconsistency

Creating any missing directories in Configuration File system...OK
Initializing Configuration Version Manager...OK
Syncing commit database with running configuration...OK
Re-initializing cache files...OK
Updating Commit Database. Please wait...[OK]

次の例では、alarmキーワードを指定した show configuration historyコマンドを使用して、ルー
タコンフィギュレーションの設定およびクリアされた不一致アラームの履歴が表示されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show configuration history alarm

Sno. Event Info Time Stamp
~~~~ ~~~~~ ~~~~ ~~~~~~~~~~
1 alarm inconsistency alarm raised Thu Jun 22 15:23:15 2009
2 alarm inconsistency alarm cleared Thu Jun 22 15:42:30 2009
3 alarm inconsistency alarm raised Sun Jul 9 13:39:57 2009
4 alarm inconsistency alarm cleared Sun Jul 9 14:15:48 2009
5 alarm inconsistency alarm raised Sat Jul 15 18:18:26 2009
6 alarm inconsistency alarm cleared Sat Jul 15 19:21:03 2009

___________________
関連コマンド 説明コマンド

以前に失敗したコンフィギュレーションをスタートアッ

プコンフィギュレーションからターゲットコンフィギュ

レーションに入力します。

load configuration failed, （51ページ）

起動時に失敗したコンフィギュレーションに関する情報

を表示します。

show configuration failed startup, （120
ページ）

コンフィギュレーションの変更履歴を表示します。showconfiguration history, （122ページ）
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clear configuration inconsistency replica
複製ノードのコンフィギュレーションの不一致を解決するには、EXECモードまたは管理 EXEC
モードで clear configuration inconsistency replica コマンドを使用します。

clear configuration inconsistency replica location node-id

___________________
構文の説明

指定したノードのコンフィギュレーションの不一致を解決します。

node-id引数は、ラック/スロット/モジュールの形式で表されます。
location node-id

___________________
コマンドデフォルト 管理 EXECモード：管理プレーンコンフィギュレーションのあらゆるコンフィギュレーションの

不一致を解決します。

EXECモード：ルータコンフィギュレーションのコンフィギュレーションの不一致を解決します。

___________________
コマンドモード EXEC

管理 EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

管理 EXECモードでは、clear configuration inconsistency replicaコマンドの複製ノードはスタンバ
イの Designated System Controller（DSC;指定システムコントローラ）です。 EXECモードでは、
複製ノードは、指定シェルフコントローラ（DSC）になることができる、ルートスイッチプロ
セッサ（RSP）です。

スタンバイDSCと現在のアクティブDSCとの間にコンフィギュレーションの不一致がある場合、
または DSCになる可能性があるノードのコンフィギュレーションと現在の DSCのコンフィギュ
レーションが同一でない場合は、clear configuration inconsistency replicaコマンドを使用します。
コンフィギュレーションの不一致があるかどうかを確認するには、showconfiguration inconsistency
replicaコマンドを使用します。
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管理プレーンコンフィギュレーションのコンフィギュレーションの不一致をクリアするには、管

理 EXECモードで clear configuration inconsistency replicaコマンドを入力します。

SDRコンフィギュレーションのコンフィギュレーションの不一致をクリアするには、そのSDRの
EXECモードで clear configuration inconsistency replicaコマンドを入力します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

実行config-services

___________________
例 次の例は、EXECモードで clear configuration inconsistency replicaコマンドを使用して、DSCコ

ンフィギュレーションのコンフィギュレーションの不一致をクリアする方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# clear configuration inconsistency replica location 0/rp1/cpu0

The replica has been repaired.

___________________
関連コマンド 説明コマンド

スタンバイノードのコンフィギュレーションのあら

ゆる不一致を表示します。

show configuration inconsistency replica, （127
ページ）
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clear configuration sessions
アクティブなコンフィギュレーションセッションをクリア（終了）するには、EXECモードまた
は管理 EXECモードで clear configuration sessionsコマンドを使用します。

clear configuration sessions session-id

___________________
構文の説明

終了するコンフィギュレーションセッションの ID。session-id

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード EXEC

管理 EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

コンフィギュレーションセッションをクリアするには、clear configuration sessionsコマンドを使
用します。このコマンドを使用すると、別のユーザのコンフィギュレーションセッションを終了

できます。ユーザのターゲットコンフィギュレーションへのコミットされていない変更は廃棄さ

れません。

アクティブなコンフィギュレーションセッションを識別するには、show configuration sessionsコ
マンドを使用します。

コンフィギュレーションセッションがクリアされると、コンフィギュレーションセッションが終

了したユーザの端末にメッセージが表示されます。例：

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# This configuration session was terminated by user 'user_a'
from line 'aux0_0_CPU0'
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

実行config-services

___________________
例 次に、アクティブなコンフィギュレーションセッションをクリアする例を示します。この例で

は、show configuration sessionsコマンドでアクティブなコンフィギュレーションセッションを表
示します。 clear configuration sessionsコマンドでアクティブなコンフィギュレーションセッショ
ンをクリアします。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show configuration sessions

Current Configuration Session Line User Date Lock
00000211-002c409b-00000000 con0_RSP1_CPU0 UNKNOWN Mon Feb 2 01:02:09 2009

RP/0/RSP0/CPU0:router# clear configuration sessions 00000211-002c409b-00000000

session ID '00000211-002cb09b-00000000' terminated

___________________
関連コマンド 説明コマンド

アクティブなコンフィギュレーションセッションを

表示します。

show configuration sessions, （141ページ）
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commit
ターゲットコンフィギュレーションをアクティブな（実行）コンフィギュレーションにコミット

するには、任意のコンフィギュレーションモードで commitコマンドを使用します。

commit [best-effort] [comment line] [confirmed [seconds|minutes minutes]] [force] [label line] [replace]
[save-running filename file_path]

___________________
構文の説明

（任意）ターゲットコンフィギュレーションと実

行コンフィギュレーションを結合し、有効な変更

だけをコミットします（ベストエフォート）。

セマンティックエラーが原因で、一部の設定変更

は失敗する場合もあります。

best-effort

（任意）コミット内容にコメントを割り当てま

す。このテキストコメントは、オプションの

detail キーワードを指定して show configuration
commit listコマンドを実行した場合の出力に表示
されるコミットエントリに表示されます。

comment line

（任意）秒単位または分単位で指定された時間に

わたって設定を試験的にコミットします。

confirmedオプションは、管理コンフィ
ギュレーションモードでは使用できま

せん。

（注）

confirmed [seconds | minutes minutes]

（任意）メモリ不足の条件で強制的にコミット動

作を実行します。

force

（任意）意味のあるラベルを割り当てます。この

ラベルは、自動生成されたコミット IDの代わり
に show configuration commit list の出力に表示さ
れます。

label line

（任意）実行コンフィギュレーション全体をター

ゲットコンフィギュレーションの内容に置き換え

ます。

replace

（任意）指定したファイルに実行コンフィギュ

レーションを保存します。

save-running filename file_path
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___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作は疑似アトミックです。つまり、コミット動作全体が成功するためには、すべ

ての変更が成功する必要があります。エラーが検出された場合、コンフィギュレーションの変更

はすべて無効になります。

___________________
コマンドモード 任意のコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

コンフィギュレーションセッション中に行われた変更は、commitコマンドが入力されるまで非
アクティブです。デフォルトでは、コミット動作は疑似アトミックです。つまり、コミット動作

全体が成功するためには、すべての変更が成功する必要があります。エラーが検出された場合、

コンフィギュレーションの変更はすべて無効になります。

コミットのデフォルトの数値 IDを置き換えるには、オプションの label キーワードを使用しま
す。このラベルは、自動生成されたコミット IDの代わりに show configuration commit list コマ
ンドの出力に表示されます。

コミットアクションに関する追加情報を提供するには、commentキーワードを使用してオプショ
ンのコメントを入力します。コメントは、detail キーワードを指定した showconfiguration commit
listコマンドの出力に表示されます。

コンフィギュレーションを最小で 30秒、最大で 300秒（5分）試験的にコミットするには、オプ
ションの confirmedminutesキーワードおよび引数を使用します。試験的なコンフィギュレーショ
ン期間中に、設定を確認するには、commitコマンドを入力します。 commitコマンドを入力しな
い場合は、試験期間が過ぎると自動的に以前の設定に戻ります。 confirmedオプションは、管理コ
ンフィギュレーションモードでは使用できません。

commitコマンドは、loadコマンドとともに使用できます。新しいコンフィギュレーションを load
コマンドでロードし、commitコマンドを replaceキーワードを指定して使用すると、ロードした
コンフィギュレーションがアクティブな（実行）コンフィギュレーションになります。

実行コンフィギュレーションを指定のファイルに保存するには、オプションとして save-running
filename file_pathキーワードと引数を使用します。コンフィギュレーションファイルをコミット
ごとに自動保存するには、configuration commit auto-saveコマンドを使用します。コンフィギュ
レーションファイルの自動保存がすでにイネーブルに設定されている場合は、save-runningfilename
file_pathを指定して commitコマンドを実行しても何も影響はありません。
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実行コンフィギュレーションのファイル保存により、CPUの負荷が高くなります。注意

ターゲットのコンフィギュレーションをロードせずに commitコマンドを使用すると、ブラン
クのコンフィギュレーションがコミットされます。

（注）

replaceキーワードを指定して commitコマンドを使用した場合、8ポート E1/T1 SPAのモード
には影響しません。 commit replaceコマンドを使用する前のモードが E1の場合は、E1のまま
です。ただし、デフォルトモードは T1であるため、ルータではモードが E1であることを認
識しません。モードを T1に変更するには、最初に hw-module subslot cardtype e1コマンドを
使用してコンフィギュレーションに E1モードを追加することにより、システムと相互に関連
付ける必要があります。次にルータを手動でリロードすると、T1モードで起動します。

hw-module subslot cardtypeコマンドの詳細については、『Cisco ASR 9000 Series Aggregation
Services Router Interface and Hardware Component Command Reference』を参照してください。

（注）

___________________
タスク ID 操作タスク ID

コマンドの影響を受ける機能またはコンフィ

ギュレーションモードの動作

コマンドの影響を受ける機能またはコンフィギュ

レーションモードのタスク ID

___________________
例 次に、ターゲットコンフィギュレーションをアクティブな実行コンフィギュレーションへコミッ

トする例を示します。この例の commitコマンドでは、ルータのホスト名に対する変更が保存さ
れます。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# hostname router1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# commit

RP/0/RSP0/CPU0:Feb 21 04:42:57.017 : config[65689]: %MGBL-LIBTARCFG-6-COMMIT :
Configuration committed by user 'user_a'.
Use 'show configuration commit changes 1000000033' to view the changes.

___________________
例 次の例は、commitコマンドをオプションの comment line キーワードと引数を指定して使用する

ことで、説明テキストをコミット動作に割り当てる方法を示します。コメントは、detailキーワー
ドを指定した show configuration commit listコマンドの出力に表示されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# hostname router2
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RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# commit comment new name for router

RP/0/RP0/CPU0:Feb 21 04:42:57.017 : config[65689]: %MGBL-LIBTARCFG-6-COMMIT :
Configuration committed by user 'user_a'. Use 'show configuration commit
changes 1000000226' to view the changes.

RP/0/RSP0/CPU0:router2(config)# end
RP/0/RSP0/CPU0:router2# show configuration commit list detail

1) CommitId: 1000000226 Label: NONE
UserId: user_a Line: con0_RP1_CPU0
Client: CLI Time: 12:59:26 UTC Wed Feb 04 2004
Comment: new name for router

2) CommitId: 1000000225 Label: NONE
UserId: user_a Line: con0_RP1_CPU0
Client: CLI Time: 12:58:32 UTC Wed Feb 04 2004
Comment: NONE

___________________
例 次の例は、commitコマンドをオプションの label lineキーワードと引数を指定して使用すること

で、コミット IDをテキストラベルに変更して識別を容易にする方法を示します。このラベルは、
show configuration commit listコマンドの出力に表示されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router2# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router2(config)# hostname router3
RP/0/RSP0/CPU0:router2(config)# commit label new_name

RP/0/RP0/CPU0:Feb 21 04:42:57.017 : config[65689]: %MGBL-LIBTARCFG-6-COMMIT :
Configuration committed by user 'user_a'.
Use 'show configuration commit changes 1000000227' to view the changes.

RP/0/RSP0/CPU0:router3(config)# end
RP/0/RSP0/CPU0:router3# show configuration commit list

SNo. Label/ID User Line Client Time Stamp
~~~~ ~~~~~~~~ ~~~~ ~~~~ ~~~~~~ ~~~~~~~~~~
1 new_name user_a con0_RSP1_C CLI 13:00:53 UTC Wed Feb 04 2004
2 1000000226 user_a con0_RSP1_C CLI 12:59:26 UTC Wed Feb 04 2004
3 1000000225 user_a con0_RSP1_C CLI 12:58:32 UTC Wed Feb 04 2004

___________________
例 次の例は、commitコマンドに、オプションとして confirmedキーワードと number引数を指定し

て使用する方法を示します。コンフィギュレーションの変更は、指定の秒数だけコミットされま

す。その後、コミット動作を確定するか、変更を廃棄できます。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# hostname router3
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# commit confirmed 30
RP/0/RSP0/CPU0:router3(config)# end

___________________
関連コマンド 説明コマンド

ターゲットコンフィギュレーションへの変更を保存せずにコン

フィギュレーションセッションを終了します。

abort, （4ページ）
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説明コマンド

実行コンフィギュレーションがコミットごとに指定のファイル

に自動保存されるように設定します。

configuration commit auto-save, （
29ページ）

セッションを終了し、あらゆるコンフィギュレーションモード

の状態にあるルータを EXECモードへ戻します。
end, （38ページ）

現在のコンフィギュレーションモードを終了して次の高度なコ

マンドモードを開始するか、端末セッションからログアウトし

ます。

exit, （42ページ）

ターゲットコンフィギュレーションに、それまでに保存されて

いるコンフィギュレーションファイルの内容を入力します。

load, （47ページ）

設定のロールバックによって生じる変更、またはコミット IDの
リストを表示します。

show configuration rollback
changes, （133ページ）
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configuration commit auto-save
実行コンフィギュレーションがコミットごとに指定のファイルに自動保存される設定をイネーブ

ルにするには、グローバルコンフィギュレーションモードで configuration commit auto-saveコマ
ンドを使用します。実行コンフィギュレーションがコミットごとに指定のファイルに自動保存さ

れる設定をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

実行コンフィギュレーションのファイル保存により、CPUの負荷が高くなります。注意

configuration commit auto-save filename file_path

no configuration commit auto-save

___________________
構文の説明

実行コンフィギュレーションを保存する場所を指定します。filename file_path

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

管理コンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

configuration commit auto-saveコマンドは、 commit コマンドが実行されるたびに、実行コンフィ
ギュレーションが指定のファイルと場所に保存されるようにシステムを設定します。または、

commitコマンドの実行時に save-runningキーワードを指定することで、コンフィギュレーション
を一度に保存することもできます。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

書き込みconfig-services

___________________
例 次の例は、commitコマンドが使用されるたびに、実行コンフィギュレーションが disk0:/usr

ファイルに保存されるようにシステムを設定する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# configuration commit auto-save filename disk0:/usr

___________________
関連コマンド 説明コマンド

ターゲットコンフィギュレーションを実行コンフィギュレー

ションに結合します。

commit, （24ページ）
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configure
グローバルコンフィギュレーションモードまたは管理コンフィギュレーションモードを開始す

るには、EXECモードまたは管理 EXECモードで configureコマンドを使用します。

configure [exclusive| terminal]

___________________
構文の説明

（任意）ルータコンフィギュレーションをロックします。システムコン

フィギュレーションはログイン端末からに限り実行できます。

exclusive

（任意）ログイン端末からシステムを設定します。これはデフォルトで

す。

terminal

___________________
コマンドデフォルト configureコマンドがキーワードを指定せずに入力された場合、システムはログイン端末から設定

されます。

___________________
コマンドモード EXEC

管理 EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

コンフィギュレーションモードは、ターゲットコンフィギュレーションセッションに変更を入

力し、それらの変更を実行コンフィギュレーションにコミットするために使用します。CiscoIOSXR
ソフトウェアを実行しているルータには、複数のコンフィギュレーションが含まれています。

•ルータを開始したときに修正される独自のコンフィギュレーションが含まれています。この
モードは、ルーティングプロトコルなどのルータ固有の機能を設定するために使用されま

す。

•システム全体のリソースと設定のための管理コンフィギュレーション。一部の機能は、管理
コンフィギュレーションモードだけで設定できます。
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グローバルコンフィギュレーションモード

EXECモードで configureコマンドを使用してグローバルコンフィギュレーションモードを開始
し、SDRの新しいターゲットコンフィギュレーションを作成します。グローバルコンフィギュ
レーションモードから任意のコンフィギュレーションモードを開始できます。グローバルコン

フィギュレーションモードで入力されたコンフィギュレーションの変更は、ユーザが現在ログイ

ンしている SDRに影響を与えます。

管理コンフィギュレーションモード

管理EXECモードで configureコマンドを使用して管理コンフィギュレーションモードを開始し、
新しいターゲットコンフィギュレーションを作成します。管理コンフィギュレーションモード

からすべての管理コンフィギュレーションモードを開始できます。管理コンフィギュレーション

モードで入力されたコンフィギュレーションの変更は、ルータ全体のリソースに影響を与えます。

管理コンフィギュレーションモードで入力されたコマンドの影響を判断するには、特定のコマン

ドのコマンドリファレンスマニュアルを参照してください。

Router プロンプト

configureコマンドの入力後、システムは routerプロンプトに「(config)」を付加し、ルータがコン
フィギュレーションモードであることを示します。例：

•次のプロンプトは、SDRのグローバルコンフィギュレーションモードであることを示しま
す。
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#

•次のプロンプトは、管理コンフィギュレーションモードであることを示します。
RP/0/RSP0/CPU0:router(admin-config)#

コンフィギュレーションセッションのロック

コンフィギュレーションをロックして、コンフィギュレーションセッション中に他のユーザが実

行コンフィギュレーションへの変更をコミットできないようにするには、exclusiveキーワードを
指定して configureコマンドを発行します。

変更をコミットして EXEC モードまたは管理 EXEC モードへ戻る

ターゲットコンフィギュレーションへの変更は、commitコマンドが入力されるまでは非アクティ
ブの状態になります。グローバルコンフィギュレーションモードまたは管理コンフィギュレー

ションモードを終了して EXECプロンプトまたは管理 EXECプロンプトへ戻るには、endコマン
ドまたは exitコマンドを発行します。コミットしていないすべての変更については、コミットす
るようにシステムから要求されます。

変更のコミットを要求されず、ターゲットコンフィギュレーションへの変更を保存することもな

く、コンフィギュレーションモードを終了して直接 EXECモードまたは管理 EXECモードへ戻る
には、任意のコンフィギュレーションモードで abortコマンドを入力します。
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___________________
例 次の例は、EXECモードからグローバルコンフィギュレーションモードを開始し、さらにギガ

ビットイーサネットインターフェイス 0/1/0/0の IPv4アドレスを設定するためにインターフェイ
スコンフィギュレーションモードを開始する方法を示します。この例では、configureコマンド
がコンフィギュレーションをコミットし、 end コマンドがコンフィギュレーションセッションを
終了して、ルータを EXECモードへ戻します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# interface gigabitethernet 0/1/0/0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)# ipv4 address 1.1.1.1 255.0.0.0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)# commit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)# end
RP/0/RSP0/CPU0:router#

___________________
関連コマンド 説明コマンド

ターゲットコンフィギュレーションへの変更を保存せずにコ

ンフィギュレーションセッションを終了します。

abort, （4ページ）

セッションを終了し、あらゆるコンフィギュレーションモー

ドの状態にあるルータを EXECモードへ戻します。
end, （38ページ）

現在のコンフィギュレーションモードを終了して次の高度な

コマンドモードを開始するか、端末セッションからログアウ

トします。

exit, （42ページ）

ターゲットコンフィギュレーションの内容を表示します。show configuration（config）, （100
ページ）

現在の（アクティブな）実行コンフィギュレーションを表示し

ます。

show running-config, （147ページ）
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description（インターフェイス）
インターフェイスコンフィギュレーションに説明を追加するには、インターフェイスコンフィ

ギュレーションモードで descriptionコマンドを使用します。説明を削除するには、このコマン
ドの no形式を使用します。

description comment

no description

___________________
構文の説明

インターフェイスに適用されたコメントまたは説明。最大文字数は

1022です。
comment

___________________
コマンドデフォルト 説明は設定されていません。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

インターフェイスコンフィギュレーションに説明を追加するには、descriptionコマンドを使用し
ます。最大文字数は 1022です。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みinterface
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___________________
例 次に、インターフェイスコンフィギュレーションに説明を追加する例を示します。この例では、

descriptionコマンドが管理イーサネットインターフェイスを命名しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# interface mgmteth 0/
RSP
1/CPU0/0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)# description Management Ethernet Interface

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ルータまたはアクセスサーバで設定されている

すべてのインターフェイスの統計情報を表示し

ます。

show interfaces
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do
コンフィギュレーションモードから EXECモードのコマンドを実行するには、任意のコンフィ
ギュレーションモードで doコマンドを使用します。

do exec-command

___________________
構文の説明

実行する EXECモードのコマンドexec-command

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード 任意のコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

doコマンドで実行可能なさまざまなEXECモードのコマンドを表示するには、コンフィギュレー
ションモードプロンプトで、オンラインヘルプ（?）機能を使用します。

configureと describeコマンドは、doコマンドとともにはサポートされていません。（注）

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り使用している EXECコマンドのタスク ID。
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___________________
例 次に、インターフェイスコンフィギュレーションモードからEXECコマンドを実行する例を示し

ます。この例では、doコマンドが、インターフェイスコンフィギュレーションモード内で show
protocolsコマンドからの出力を表示しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# interface gigabitethernet 0/1/0/1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)# do show protocols

Routing Protocol "BGP 1"

Address Family IPv4 Unicast:
Distance: external 20 internal 200 local 200
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end
コンフィギュレーションセッションを終了して直接 EXECモードまたは管理 EXECモードへ戻る
には、任意のコンフィギュレーションモードで endコマンドを使用します。

end

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードと引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード 任意のコンフィギュレーションモード

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

任意のコンフィギュレーションモードを終了して直接 EXECモードまたは管理 EXECモードへ戻
るには、endコマンドを使用します。ターゲットコンフィギュレーションへの変更をコミットせ
ずにこのコマンドを入力すると、変更をコミットするように要求されます。

Uncommitted changes found, commit them before exiting(yes/no/cancel)?[cancel]:

• yesを入力すると、実行コンフィギュレーションファイルへコンフィギュレーションの変更
が保存され、ルータが EXECモードまたは管理 EXECモードへ戻ります。
実行コンフィギュレーションでエラーが検出された場合、コンフィギュレーションセッショ

ンは終了しません。エラーを表示するには、failedキーワードを指定した show configuration
（config）コマンドを入力します。

• noを入力すると、コンフィギュレーションセッションが終了し、コンフィギュレーション
の変更をコミットせずに、ルータが EXECモードまたは管理 EXECモードへ戻ります。

• cancelと入力すると、現在のコンフィギュレーションセッションが継続します。コンフィ
ギュレーションセッションは終了せず、設定変更もコミットされません。
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Ctrl+Zの入力は、endコマンドの入力と機能的に同等のものとなります。（注）

変更のコミットを要求されずに、およびターゲットコンフィギュレーションへの変更を保存せず

にコンフィギュレーションセッションを終了して EXECモードまたは管理 EXECモードへ戻るに
は、abortコマンドを使用します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みconfig-services

___________________
例 次に、endコマンドを使用してコンフィギュレーションセッションを終了させる例を示します。

ターゲットコンフィギュレーションに格納された変更は、yesと答えることでコミットされます。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# interface gigabitethernet 0/2/0/0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)# ipv4 address 1.1.1.1 255.0.0.0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)# end

Uncommitted changes found, commit them before exiting(yes/no/cancel)? [cancel]: yes
RP/0/RSP0/CPU0:router#

___________________
関連コマンド 説明コマンド

ターゲットコンフィギュレーションへの変更を保存せずにコ

ンフィギュレーションセッションを終了します。

abort, （4ページ）

ターゲットコンフィギュレーションを実行コンフィギュレー

ションに結合します。

commit, （24ページ）

現在のコンフィギュレーションモードを終了して次の高度な

コマンドモードを開始するか、端末セッションからログアウ

トします。

exit, （42ページ）

ターゲットコンフィギュレーションの内容を表示します。show configuration（config）, （100
ページ）
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end-template
テンプレートコンフィギュレーションモードを終了してグローバルコンフィギュレーションモー

ドへ戻るには、テンプレートコンフィギュレーションモードで end-templateコマンドを使用しま
す。

end-template

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードと引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

___________________
コマンドモード テンプレートコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

テンプレートの定義が完了したあとにテンプレートコンフィギュレーションモードを終了するに

は、end-templateコマンドを使用します。

テンプレートを定義するには、templateコマンドを使用します。ターゲットコンフィギュレー
ションにテンプレートを適用するには、apply-templateコマンドを使用します。テンプレートの
内容を表示するには、オプションの template template-nameキーワードおよび引数を指定して show
running-configコマンドを使用します。To

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みconfig-services
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___________________
例 次の例は、テンプレートコンフィギュレーションモードを開始し、「hostname-template」という

名前のテンプレートを定義し、その後テンプレートコンフィギュレーションモードを終了する方

法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# template hostname-template
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-TPL)# hostname router-cs1
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-TPL)# end-template
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#

___________________
関連コマンド 説明コマンド

セッションを終了し、あらゆるコンフィギュレーションモード

の状態にあるルータを EXECモードへ戻します。
end, （38ページ）
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exit
アクティブなターミナルセッションを終了してルータをログオフするには、EXECモードまたは
管理 EXECモードで exitコマンドを使用します。

ルータを次に高度なコンフィギュレーションモードへ戻すには、任意のコンフィギュレーション

モードで exitコマンドを使用します。

exit

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードと引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード EXEC

任意のコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

端末セッションからログオフするには、EXECモードまたは管理 EXECモードで exitコマンドを
入力します。

グローバルコンフィギュレーションモードまたは管理コンフィギュレーションモードを終了し

て、EXECモードまたは管理 EXECモードを開始しようとすると、コミットしていない任意のコ
ンフィギュレーションの変更をコミットするように要求されます。

Uncommitted changes found, commit them before exiting(yes/no/cancel)?[cancel]:

• yes を入力すると、実行コンフィギュレーションファイルへコンフィギュレーションの変更
が保存され、コンフィギュレーションセッションを終了して、ルータがEXECモードまたは
管理 EXECモードへ戻ります。

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータシステム管理コマンドリファレンスリ
リース 4.2.x

42 OL-26085-04-J  

コンフィギュレーション管理コマンド： Cisco ASR 9000 シリーズルータ
exit



実行コンフィギュレーションでエラーが検出された場合、コンフィギュレーションセッショ

ンは終了しません。エラーを表示するには、 failed キーワードを指定した showconfiguration
（config）コマンドを入力します。

• no を入力すると、コンフィギュレーションセッションが終了し、コンフィギュレーション
の変更をコミットせずに、ルータが EXECモードまたは管理 EXECモードへ戻ります。

• cancelと入力すると、ルータは現在のコンフィギュレーションセッションで継続されます。
コンフィギュレーションセッションは終了せず、設定変更もコミットされません。

グローバルコンフィギュレーションモードからの exitコマンドの入力は、endコマンドの入
力と機能的に同等となります。

（注）

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みconfig-services

___________________
例 次に、ルータを次に高度なコマンドモードへ戻す例を示します。この例では、exitコマンドがイ

ンターフェイスコンフィギュレーションモードを終了して、グローバルコンフィギュレーショ

ンモードへ戻ります。グローバルコンフィギュレーションモードを終了して EXECモードへ戻
るために、exitコマンドが 2度入力されます。コンフィギュレーションは（ commit コマンドを
使用して）明示的にコミットされていないため、システムは、セッション中に発生したコンフィ

ギュレーションの変更をコミットするよう要求します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# interface tengige 0/2/0/0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)# ipv4 address 1.1.1.1 255.0.0.0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)# exit
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# exit
Uncommitted changes found, commit them before exiting(yes/no/cancel)?[cancel]: yes

次に、EXECモードからexitコマンドを使用して端末セッションからログオフする例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# exit

router con0_RP1_CPU0 is now available

Press RETURN to get started.

___________________
関連コマンド 説明コマンド

ターゲットコンフィギュレーションへの変更を保存せずにコン

フィギュレーションセッションを終了します。

abort, （4ページ）
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説明コマンド

ターゲットコンフィギュレーションを実行コンフィギュレーショ

ンに結合します。

commit, （24ページ）

セッションを終了し、あらゆるコンフィギュレーションモードの

状態にあるルータを EXECモードへ戻します。
end, （38ページ）
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hostname
ルータのホスト名を指定または変更するには、グローバルコンフィギュレーションモードで

hostname コマンドを使用します。

hostname name

___________________
構文の説明

ルータの新しいホスト名。name

___________________
コマンドデフォルト 出荷時に割り当てられるデフォルトのホスト名は、「ios」です。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ホスト名は、プロンプトとデフォルトのコンフィギュレーションファイル名で使用されます。

名前の一部にブランクまたはスペースは使用できません。大文字小文字は区別されないものと

思ってください。大文字と小文字は、多くのインターネットソフトウェアアプリケーションで

同じものとして扱われます。名前は英語と同様に大文字で始めるのが適切であるように思われま

すが、規則によりコンピュータ名はすべて小文字で表示されます。詳細については、RFC1178の
「Choosing a Name for Your Computer」を参照してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みroot-lr
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___________________
例 次に、ルータのホスト名を変更する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# hostname router1

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータシステム管理コマンドリファレンスリ
リース 4.2.x

46 OL-26085-04-J  

コンフィギュレーション管理コマンド： Cisco ASR 9000 シリーズルータ
hostname



load
事前に保存されたコンフィギュレーションファイルの内容をターゲットコンフィギュレーション

に入力するには、グローバルコンフィギュレーションモードまたは管理コンフィギュレーション

モードで loadコマンドを使用します。

load device:directory-path

___________________
構文の説明

ターゲットコンフィギュレーションにロードするコンフィギュレー

ションファイルのストレージデバイスとディレクトリパス。

device: directory-path

___________________
コマンドデフォルト ファイルのフルパスが指定されていない場合、現在稼働中のディレクトリが使用されます。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

管理コンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

事前に保存されたコンフィギュレーションの内容をターゲットコンフィギュレーションに入力す

るには、loadコマンドを使用します。ファイルのロード時、コンフィギュレーションファイルの
デバイス、ディレクトリパス、およびファイル名を指定する必要があります。

commitコマンドを loadコマンドとともに使用します。新しいコンフィギュレーションを loadコ
マンドでロードし、commitコマンドを replaceキーワードを指定して使用すると、ロードしたコ
ンフィギュレーションがアクティブな（実行）コンフィギュレーションになります。

最後のロード時に発生した構文エラーを表示するには、オプションの loadキーワードを指定して
show configuration failed（config）コマンド使用します。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みconfig-services

___________________
例 次に、ターゲットコンフィギュレーションファイルを現在のコンフィギュレーションセッショ

ンにロードする例を示します。現在のコンフィギュレーションセッションは、そのファイルの内

容で入力されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# load disk1:myconfig.cfg
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# show config

Building configuration...
interface TenGigE 0/3/0/0
description My 10 GE Interface
ipv4 address 10.10.11.20 255.0.0.0
!
end

___________________
関連コマンド 説明コマンド

ターゲットコンフィギュレーションを実行コンフィギュ

レーションに結合します。

commit, （24ページ）

直前のコミットで失敗したコンフィギュレーションに関

する情報を表示します。

show configuration failed（config）, （
111ページ）
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load commit changes
前回コミットしたコンフィギュレーションの変更をターゲットコンフィギュレーションに入力す

るには、グローバルコンフィギュレーションモードまたは管理コンフィギュレーションモード

で load commit changesコマンドを使用します。

load commit changes {commit-id| since commit-id| last number-of-commits}

___________________
構文の説明

特定のコンフィギュレーションのコミット。commit-id

特定のコンフィギュレーションのコミットである commit-idの実行時と
それ以降にターゲットバッファにコミットされた任意のコンフィギュ

レーションの変更をロードします。

since commit-id

number-of-commits引数に指定されたコンフィギュレーションのコミッ
ト回数で最後に実行されコンフィギュレーションの変更を、ターゲッ

トバッファにロードします。

last number-of-commits

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

管理コンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

前回コミットしたコンフィギュレーションの変更をターゲットコンフィギュレーションに入力す

るには、load commit changesコマンドを使用します。変更は、commitコマンドを入力するまで
適用されません。
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ターゲットコンフィギュレーションを表示するには、show configuration（config）コマンドを使
用します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みconfig-services

___________________
例 次に、前回コミットされたコンフィギュレーションの変更をターゲットコンフィギュレーション

に入力する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# load commit changes since 1000000006

Building configuration...
Loading.
223 bytes parsed in 1 sec (222)bytes/sec
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load configuration failed
前回コミットに失敗したコンフィギュレーションの内容をターゲットコンフィギュレーションに

入力するには、グローバルコンフィギュレーションモードまたは管理コンフィギュレーション

モードで load configuration failedコマンドを使用します。

load configuration failed {commit| startup [previous number-of-reloads] [noerror]}

___________________
構文の説明

最後にコミットに失敗したコンフィギュレーションをロードします。commit

スタートアップコンフィギュレーションで失敗したコンフィギュレー

ションをロードします。

startup

（任意）前回のルータのリロードで失敗したコンフィギュレーション

をロードします。有効な number-of-reloads値は 1～ 4です。
previous number-of-reloads

（任意）失敗したコンフィギュレーションがロードされるときに、エ

ラーの理由を除外します。

noerror

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

管理コンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

前回コミットに失敗したコンフィギュレーションの内容をターゲットコンフィギュレーションに

入力するには、load configuration failedコマンドを使用します。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みconfig-services

___________________
例 次に、前回コミットに失敗したコンフィギュレーションの内容をターゲットコンフィギュレー

ションに入力する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# load configuration failed

___________________
関連コマンド 説明コマンド

ターゲットコンフィギュレーションの内容を表示

します。

show configuration（config）, （100ページ）
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load configuration removed
以前に削除されたコンフィギュレーションの内容をターゲットコンフィギュレーションに入力す

るには、グローバルコンフィギュレーションまたは管理コンフィギュレーションモードで load
configuration removedコマンドを使用します。

load configuration removed config-id

___________________
構文の説明

ロードの対象となる削除されたコンフィギュレーションの ID。config-id

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

管理コンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

インストール動作中に削除されたコンフィギュレーションの内容をターゲットコンフィギュレー

ションに入力するには、load configuration removedコマンドを使用します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みconfig-services
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___________________
例 次に、インストール中に削除されたコンフィギュレーションの内容をターゲットコンフィギュ

レーションに入力する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# load configuration removed 20070316021626.cfg

___________________
関連コマンド 説明コマンド

インストール動作中に削除されたコンフィギュレー

ションを表示します。

show configuration persistent, （129ページ）
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load rollback changes
以前のコンフィギュレーションの内容をターゲットコンフィギュレーションに入力するには、グ

ローバルコンフィギュレーションまたは管理コンフィギュレーションモードで load rollback
changesコマンドを使用します。

load rollback changes {commit-id| last number-of-commits| to commit-id}

___________________
構文の説明

特定のコンフィギュレーションコミットによるコンフィギュレーショ

ンの変更をロールバックします。

commit-id

直近の（number-of-commits引数で指定された）回数のコミットを実行
する前のコンフィギュレーションにロールバックします。

last number-of-commits

commit-id引数によって指定されるコンフィギュレーションの前の実行
コンフィギュレーションにロールバックします。

to commit-id

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

管理コンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ロールバックコンフィギュレーションの変更をターゲットコンフィギュレーションにロードする

には、load rollback changesコマンドを使用します。このコマンドは、rollback configurationコマ
ンドと類似しています。これらのコマンドの違いは、load rollback changesコマンドが、ロール
バックの変更をターゲットコンフィギュレーションにコピーし、commitコマンドによって変更
が明示的にコミットされるまでは、変更をコミットしない点にあります。
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ロールバックの変更を表示するには、showconfiguration rollback changesコマンドを使用します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みconfig-services

___________________
例 次に、以前のコンフィギュレーションの内容をターゲットコンフィギュレーションに入力する例

を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# load rollback changes 1000000004

Building configuration...
Loading.
302 bytes parsed in 1 sec (301)bytes/sec
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man
Cisco IOS XRソフトウェアは、マニュアル（man）ページを使用して、標準のコマンドラインイ
ンターフェイス（CLI）コマンドのオンラインヘルプを提供します。マニュアルページを表示す
るには、EXECモードで man コマンドを使用します。

man {command command-name| feature [ feature-name ]| keyword keywords}

___________________
構文の説明

特定のコマンドのマニュアルページを表示します。 command-name引
数には完全なコマンド名が含まれていなければなりません。

command command-name

機能で使用できるすべてのコマンドを表示します。使用可能な機能名

を表示するには、featureキーワードと manコマンドを使用します。
feature [feature-name]

キーワードと一致するコマンド名のリストを表示します。コマンド内

で一致を検索する 1つまたは複数のキーワードを入力します。複数の
キーワードを入力する場合は、コマンド内と同じ順序でキーワードを

入力する必要があります。

keyword keywords

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

manコマンドを使用する前に、Package Installation Envelope（PIE;パッケージインストレーション
エンベロープ）ドキュメンテーションをインストールしておく必要があります。 PIEドキュメン
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テーションをインストールしないでこのコマンドを実行しようとすると、次の例のようなエラー

が表示されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router# man command show install

Building index table...
Warning. Unable to get directory info for '/pkg/man' :No such file or directory.
Discarding!
man [5521656]:Building index table failed. No entries found

任意のソフトウェア PIEのインストールについては、『Cisco ASR 9000 Series Aggregation Services
Router SystemManagement Configuration Guide』の「Upgrading andManaging Cisco IOS XR Software」
モジュールを参照してください。

コマンド名、機能、またはキーワードに基づいて特定のコマンドのマニュアルページを表示する

には、manコマンドを使用します。各マニュアルページには、コマンド名、構文、コマンドモー
ド、使用方法、例、関連コマンドが含まれます。

manコマンドはクエリーを実行し、ルータに関するコマンド情報を表示します。キーワードまた
は機能に基づくクエリーを実行できます。機能に一致するすべてのコマンドを表示するには、

feature feature-nameキーワードおよび引数を使用します。たとえば、man feature asr9k- base-1
と入力すると、asr9k-base-1機能に一致するすべてのコマンドが表示されます。 keyword keywords
キーワードおよび引数を使用すると、指定したキーワードが含まれるすべてのコマンドが表示さ

れます。たとえば、man keyword ipv4と入力すると、ipv4が含まれるすべてのコマンドが表示さ
れます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りbasic-services

___________________
例 次に、arp timeoutコマンドのマニュアルページを表示する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# man command arp timeout

COMMAND
arp timeout

DESCRIPTION

To specify how long dynamic entries learned on an interface remain in the
Address Resolution Protocol (ARP) cache, use the arp timeout command in
interface configuration mode. To remove the arp timeout command from the
configuration file and restore the system to its default condition with
respect to this command, use the no form of this command.

arp timeout seconds

no arp timeout<seconds>

SYNTAX DESCRIPTION

seconds
Time, in seconds, for which an entry remains in the ARP cache. The
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range is from 0 to 4294967. A value of 0 means that entries are never
cleared from the cache. The default is 14400.

DEFAULTS

Entries remain in the ARP cache for 14400 seconds (4 hours).

COMMAND MODES

Interface configuration

COMMAND HISTORY

Release
Modification

Release 2.0
This command was introduced.

USAGE GUIDELINES

To use the arp timeout command, you must be a member of a user group
associated with the cef task ID.

For detailed information about user groups and task IDs, refer to the
Configuring AAA Services on Cisco IOS-XR Software module of the Cisco IOS-XR
System Security Configuration Guide.

This command is ignored when issued on interfaces that do not use ARP. Also,
ARP entries that correspond to the local interface or that are statically
configured by the user never time out.

The show interfaces command displays the ARP timeout value in
hours:minutes:seconds, as follows:

* * * * * * * * * * * * * * * * START OF LISTING * * * * * * * * * * * * * * * *

ARP type: ARPA, ARP Timeout 04:00:00
* * * * * * * * * * * * * * * * END OF LISTING * * * * * * * * * * * * * * * *

EXAMPLES

The following example shows how to set the ARP timeout to 3600 seconds to
allow entries to time out more quickly than the default:

* * * * * * * * * * * * * * * * START OF LISTING * * * * * * * * * * * * * * * *
RP/0/RSP0/CPU0:router# configure

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# interface MgmtEth 0/RP1/CPU0/0

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)# arp timeout 3600
* * * * * * * * * * * * * * * * END OF LISTING * * * * * * * * * * * * * * * *

RELATED COMMANDS

Command
Description

clear arp-cache
Deletes all dynamic entries from the ARP cache.

show arp (cache)
Displays the entries in the ARP table.

show interfaces
Displays statistics for all interfaces configured on the networking
device.
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more
ファイルの内容を表示するには、EXECまたは管理EXECモードでmoreコマンドを使用します。

more [/ascii| /binary| /ebcdic] filesystem:directory-path location [node-id| all]{| begin regular-expression|
| exclude regular-expression| | include regular-expression}

___________________
構文の説明

（任意）バイナリファイルを ASCII形式で表示します。/ascii

（任意）ファイルを 16進数表記またはテキスト形式で表
示します。

/binary

（任意）バイナリファイルを ebcdic形式で表示します。/ebcdic

表示するファイルのファイルシステムの場所。 filesystem
引数のファイルシステムエイリアスと、そのあとに続く

コロン、さらに表示するファイルのディレクトリパスが

含まれます。

filesystem:directory-path

（任意）指定したノードまたはすべてのノードについて、

ファイルの内容を表示します。

location [node-id | all]

（任意）ファイルに見られる正規表現。regular-expression

縦棒（「パイプ」記号）は、そのあとに出力処理の指定が

続くことを示します。

|

（任意）正規表現が含まれる最初の行から、moreコマン
ドのフィルタリングされていない出力を開始します。

begin

（任意）正規表現が含まれない出力行を表示します。exclude

（任意）正規表現が含まれる出力行を表示します。include

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード EXEC

管理 EXEC
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___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

特にルータ上に保存されている、またはネットワークを介してアクセスできる ASCIIファイルな
どの任意のテキストファイルを表示するには、moreコマンドを使用します。ファイルは、コン
フィギュレーションファイルでも、その他の任意のテキストファイルでもかまいません。

出力のフィルタリング

この表は、moreコマンドによって表示される出力のフィルタオプションを示します。

表 1：フィルタリングオプション

目的コマンド

正規表現が含まれる最初の行から、moreコマ
ンドのフィルタリングされていない出力を開始

します。

more filesystem: | begin regular-expression

正規表現を含まない出力行を表示します。more filesystem: | exclude regular-expression

正規表現を含む出力行を表示します。more filesystem: | include regular-expression

--More-- プロンプトでのフィルタの追加

moreコマンドによる出力の --More--プロンプトにフィルタを指定することもできます。 --More--
プロンプトから出力をフィルタリングするには、スラッシュ（ /）と、そのあとに正規表現を入
力します。フィルタは、コマンド出力が完了するか、または（Ctrl-ZまたはCtrl-Cを使用して）
中断されるまでアクティブな状態のままです。

•フィルタが元のコマンドですでに指定されている場合、またはそれまでの --More--プロンプ
トで指定されている場合は、2番目のフィルタを指定できません。

•正規表現の前にマイナス符号（–）を使用すると、その正規表現が含まれない出力行が表示
されます。

•正規表現の前にプラス符号（+）を使用すると、その正規表現が含まれる出力行が表示され
ます。
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moreコマンドにフィルタを指定した後は、次の --More--プロンプトで別のフィルタを指定で
きません。最初に指定されたフィルタは、more beginコマンドによる出力が完了するまで、
または出力が中断されるまで維持されます。キーワードの使用はフィルタの構成要素ではあ

りません。

（注）

___________________
タスク ID 操作タスク ID

実行filesystem

___________________
例 次の例は、moreコマンドの出力例の一部を示します。出力には、ハードディスクドライブに保

存されたコンフィギュレーションファイルが表示されます。

ルータ# more harddisk:/user/alternate.cfg

!! Last configuration change at 15:52:55 UTC Fri Feb 13 2009 by UNKNOWN
!
line console
exec-timeout 0 0
!
interface MgmtEth0/RP1/CPU0/0
ipv4 address 10.32.45.154 255.0.0.0
!
interface TenGigE0/1/0/0
ipv4 address 10.32.45.155 255.0.0.0
keepalive disable
!
interface TenGigE0/1/0/1
ipv4 address 10.32.45.156 255.0.0.0
keepalive disable
!
interface TenGigE0/1/0/2
/ip
ipv4 address 10.32.45.157 255.0.0.0
keepalive disable
!
interface TenGigE0/1/0/3
ipv4 address 10.32.45.158 255.0.0.0
keepalive disable
!
interface TenGigE0/2/0/0
ipv4 address 10.32.45.159 255.0.0.0
keepalive disable
!
--More--

次の例は、moreコマンドの出力例の一部を示します。出力は、正規表現「ipv4」が含まれる最初
の行のフィルタリングされていない出力から始まります。この例では、正規表現「ipv4」が含ま
れる出力行から開始する新しい検索が指定されています。

RP/0/RSP0/CPU0:router# more disk0:config.backup | begin ipv4

ipv4 address 2.2.2.2 255.255.255.255
!
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interface TenGigE0/3/1/0
shutdown
!
interface TenGigE0/3/1/2
shutdown
!
interface TenGigE0/2/1/0
ipv4 address 1.1.1.1 255.255.255.0
keepalive disable
!
interface TenGigE0/2/1/1
ipv4 address 1.1.1.1 255.255.255.0
keepalive disable

!
interface TenGigE0/2/1/2
ipv4 address 1.1.1.1 255.255.255.0
keepalive disable

!
interface TenGigE0/2/1/3
shutdown
!
/ipv4

filtering...
ipv4 address 1.1.1.1 255.255.255.0
proxy-arp disable
shutdown
!
interface TenGigE 0/1/0/0
ipv4 address 1.1.1.1 255.255.255.0
proxy-arp disable
!
route ipv4 0.0.0.0/0 12.25.26.5
route ipv4 223.255.254.254/32 12.25.0.1
end

次の例は、disk0:のサンプルファイル config.backupで実行した moreコマンドの出力例の一部を
示します。このコマンドは more disk0:config.backup | include logのように使用します。 --More--
プロンプトで、正規表現「aaa」が含まれる出力行から開始する新しい検索が指定されています。

RP/0/RSP0/CPU0:router# more disk0:config.backup | include log

logging trap
logging trap informational
logging console debugging
logging history size 1
.
.
.

/aaa

filtering...
aaa authentication login default none

次の例は、moreコマンドの出力例の一部を示します。出力では、正規表現「alias」が含まれる行
が除外されています。この例では、--More--プロンプトで、正規表現「ipv4 address」アドレスが
含まれる出力行から開始する新しい検索が指定されています。

RP/0/RSP0/CPU0:router# more disk0:myconfig/file | exclude alias

Building configuration...
!! Last configuration change at 18:17:00 UTC Thu May 16 2009 by lab
!
hostname router
line console
exec-timeout 0 0
width 132
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length 0
session-timeout 0
/ipv4 address

filtering...
ipv4 address 10.10.1.1 255.255.255.255
!
interface Loopback200
ipv4 address 10.20.1.1 255.255.255.255
!
interface TenGigE0/0/0/0
ipv4 address 10.30.1.1 255.255.0.0
keepalive 100
!
interface preconfigure TenGigE0/1/0/1
shutdown
end

___________________
関連コマンド 説明コマンド

システムステータスとコンフィギュレーションを表示し

ます。

show, （94ページ）
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pwd（config）
コンフィギュレーションサブモードから現在のコンフィギュレーションサブモードを表示するに

は、サポートされている任意のコンフィギュレーションサブモードで pwdコマンドを使用しま
す。

pwd

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードと引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード 任意のサブコンフィギュレーションモード

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
例 次に、インターフェイスコンフィギュレーションサブモードから pwdコマンドを使用する例を

示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# interface tengige 0/6/4/5
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)# pwd

interface TenGigE0/6/4/5
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)#
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rollback configuration
実行コンフィギュレーションを以前のコンフィギュレーションにロールバックするには、EXEC
または管理 EXECモードで rollback configuration コマンドを使用します。

rollback configuration {last number-of-commits| to commit-id} {best-effort| force} [label label] comment
comment

___________________
構文の説明

直近の（ number-of-commits 引
数で指定された）回数のコミッ

トを実行する前に存在していた

コンフィギュレーションにロー

ルバックします。

last number-of-commits

commit-id 引数によって指定さ
れたコンフィギュレーションの

前に存在していた実行コンフィ

ギュレーションにロールバック

します。

to commit-id

直前のn回のコミットを行う前
に存在していたコンフィギュ

レーションにロールバックし、

有効な変更だけコミットします

（ベストエフォート）。セマ

ンティックエラーが原因で、一

部の設定変更は失敗する場合も

あります。

best-effort

（任意）すべてのコミットブ

ロックを上書きするように指定

します。

force

（任意）テキストラベルをこの

ロールバックに割り当てます。

label 引数の先頭は文字である
必要があります。

label label

（任意）テキストコメントをこ

のロールバックに割り当てま

す。 comment 引数の長さは 60
文字までです。

comment comment

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード EXEC
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管理 EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

best-effort キーワードが追加されました。リリース 4.0.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

commit コマンドを入力するたびに、コミット IDが新しいコンフィギュレーションに割り当てら
れます。 rollback configuration コマンドを使用することで、システムをそれまでのコミット ID
のコンフィギュレーションに戻すことができます。

• commit-id 引数で指定されているコンフィギュレーションの前に存在していたコンフィギュ
レーションに戻すには、 to キーワードを使用します。

•（ number-of-commits 引数で指定された）回数の直近のコンフィギュレーションコミットを
実行する前に存在していたコンフィギュレーションに戻すには、 last キーワードを使用しま
す。

•ロールバック動作に使用可能なコミット IDのリストを表示するには、 show configuration
commit list コマンドを使用します。

直近の 100回のコミットがシステムによって保持されます。新しいコミット IDが追加される
と、最も古いコミット IDが破棄され、ロールバック動作には使用できなくなります。

（注）

それ以外の方法では失敗するコミットを上書きするには、 force キーワードを使用します。これ
は、ルータのメモリが少ない状況で、そのメモリ不足の原因となったコンフィギュレーションを

削除するコミットに戻す場合に有効です。

個々のコミットにコンフィギュレーションおよび同じ項目のコンフィギュレーションの削除が

含まれており、いずれかの個々のコミット操作にいずれかの項目から別の項目への依存関係が

存在する場合、2回（以上）のコミットをロールバックしようとすると、このロールバック操
作は失敗する可能性があります。

（注）
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みroot-lr（EXEC）

読み取り、書き込みroot-system（管理 EXEC）

___________________
例 特定のコミット IDへのロールバック

次に、特定のコミット IDにロールバックする例を示します。この例では、 show configuration
commit listコマンドによって使用可能なロールバックポイントが表示されます。次に、コンフィ
ギュレーションは、 rollback configuration コマンドによって以前のコミットにロールバックされ
ます。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show configuration commit list

SNo. Label/ID User Line Client Time Stamp
~~~~ ~~~~~~~~ ~~~~ ~~~~ ~~~~~~ ~~~~~~~~~~
1 1000000009 lab con0_RSP0_C Rollback 02:41:08 UTC Sun Sep 26 2009
2 1000000008 lab con0_RSP0_C CLI 02:40:30 UTC Sun Sep 26 2009
3 1000000007 lab con0_RSP0_C CLI 02:39:54 UTC Sun Sep 26 2009
4 1000000006 lab con0_RSP0_C Rollback 02:38:40 UTC Sun Sep 26 2009
5 1000000005 lab con0_RSP0_C CLI 02:37:35 UTC Sun Sep 26 2009
6 1000000004 lab con0_RSP0_C CLI 02:37:04 UTC Sun Sep 26 2009

RP/0/RSP0/CPU0:router# rollback configuration to 1000000008

Loading Rollback Changes.
Loaded Rollback Changes in 1 sec
Committing.
1 items committed in 1 sec (0)items/sec
Updating.RP/0/RP0/CPU0:Sep 26 02:42:09.318 : config_rollback[65707]: %LIBTARCFG-
6-COMMIT : Configuration committed by user 'lab'. Use 'show commit changes 100
0000010' to view the changes.

Updated Commit database in 1 sec
Configuration successfully rolled back to '1000000008'.

___________________
例 一定範囲のコンフィギュレーションコミットへのロールバック

次に、直近の 2回のコンフィギュレーションコミットを実行する前のコンフィギュレーションに
ロールバックする例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# rollback configuration last 2

Loading Rollback Changes.
Loaded Rollback Changes in 1 sec
Committing.
1 items committed in 1 sec (0)items/sec
Updating.
Updated Commit database in 1 sec
Configuration successfully rolled back 2 commits.
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___________________
関連コマンド 説明コマンド

ターゲットコンフィギュレーションに、以前のコンフィ

ギュレーションの内容を入力します。

load rollback changes, （55ページ）

設定のロールバックによって生じる変更、またはコミッ

ト IDのリストを表示します。
show configuration rollback changes, （133
ページ）
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root
コンフィギュレーションサブモードからコンフィギュレーションモードに戻すには、サポートさ

れている任意のコンフィギュレーションサブモードで rootコマンドを使用します。

root

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードと引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード 次を除く任意のサブコンフィギュレーションモード

•コンフィギュレーションを終了するために end-policyコマンドが必要になるため、rootコマ
ンドはルートポリシーサブモードでは使用できません。

• rootコマンドはテンプレートサブモードでは使用できませんが、テンプレートサブモード
で設定可能なサブモードでは使用できます。

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りconfig-services
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___________________
例 次に、rootコマンドを使用して、インターフェイスコンフィギュレーションサブモードからコン

フィギュレーションモードに戻る例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# interface tengige 0/1/0/0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)# root
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#

次に、テンプレートサブモードで設定可能なサブモードから rootコマンドを使用する例を示しま
す。この例では、rootコマンドを使用して、ユーザ名サブモードからコンフィギュレーション
モードに戻ります。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# template test
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-TPL)# username xyz
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-un)# root
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# show conf

Building configuration...
template test
username xyz
!
end-template
end

rootコマンドはテンプレートサブモードからは使用できませんが、テンプレートサブモード
で設定可能なサブモードでは使用できます。

ヒント
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save configuration
コンフィギュレーションの内容をファイルに保存するには、グローバルコンフィギュレーション

または管理コンフィギュレーションモードで save configurationコマンドを使用します。

save configuration [running] device:directory-path

___________________
構文の説明

（任意）実行コンフィギュレーションの内容を保存します。running

ターゲットコンフィギュレーションにロードするコンフィギュレー

ションファイルのストレージデバイスとディレクトリパス。

device: directory-path

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

管理コンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

コンフィギュレーションをファイルに保存するには、save configurationコマンドを使用します。

失敗したコンフィギュレーションをファイルに保存するには、 save configuration failed コマンド
を使用します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りconfig-services
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___________________
例 次の例は、EXECモードから disk0:に保存されたコンフィギュレーションを示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# save configuration disk0:sample3

Destination file name (control-c to abort): [/sample3]?
Building configuration.
1 lines built in 1 second
[OK]

次に、管理 EXECモードから disk1に保存されたコンフィギュレーションの例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(admin-config)# save configuration disk1:sample4

Destination file name (control-c to abort): [/sample4]?
Building configuration.
1 lines built in 1 second
[OK]

___________________
関連コマンド 説明コマンド

単一のコミット、または一連のコミットによる変更を

ファイルに保存します。

save configuration commit changes, （76
ページ）

失敗したコンフィギュレーションの内容を保存します。save configuration failed, （79ページ）

結合されたコンフィギュレーションの変更をファイルに

保存します。

save configuration merge, （81ページ）

削除されたコンフィギュレーションの内容をファイルに

保存します。

save configuration removed, （83ページ）

コミット IDまたはコミットグループのロールバックの
変更を保存します。

save rollback changes, （86ページ）

以前のコンフィギュレーションコミットによって行われ

た実行コンフィギュレーションに対する変更を表示しま

す。

show configuration commit changes, （105
ページ）

コミットデータベースに保存されたコンフィギュレー

ションコミットに関する情報を表示します。

show configuration commit list, （108ペー
ジ）

設定のロールバックによって生じる変更、またはコミッ

ト IDのリストを表示します。
show configuration rollback changes, （133
ページ）
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save configuration changes
コンフィギュレーションの変更をファイルに保存するには、グローバルコンフィギュレーション

または管理コンフィギュレーションモードで save configuration changesコマンドを使用します。

save configuration changes device:directory-path

___________________
構文の説明

ターゲットコンフィギュレーションにロードするコンフィギュレー

ションファイルのストレージデバイスとディレクトリパス。

device: directory-path

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

管理コンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

置換操作中に実行されるコンフィギュレーションの変更をファイルに保存するには、save
configuration changesコマンドを使用します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りconfig-services
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___________________
例 次の例は、EXECモードから disk0:に保存されたコンフィギュレーションを示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# save configuration changes disk0:sample3

Destination file name (control-c to abort): [/sample3]?
Building configuration.
1 lines built in 1 second
[OK]

___________________
関連コマンド 説明コマンド

単一のコミット、または一連のコミットによる変更を

ファイルに保存します。

save configuration commit changes, （76
ページ）

失敗したコンフィギュレーションの内容を保存します。save configuration failed, （79ページ）

結合されたコンフィギュレーションの変更をファイルに

保存します。

save configuration merge, （81ページ）

削除されたコンフィギュレーションの内容をファイルに

保存します。

save configuration removed, （83ページ）

コミット IDまたはコミットグループのロールバックの
変更を保存します。

save rollback changes, （86ページ）

以前のコンフィギュレーションコミットによって行われ

た実行コンフィギュレーションに対する変更を表示しま

す。

show configuration commit changes, （105
ページ）

コミットデータベースに保存されたコンフィギュレー

ションコミットに関する情報を表示します。

show configuration commit list, （108ペー
ジ）

設定のロールバックによって生じる変更、またはコミッ

ト IDのリストを表示します。
show configuration rollback changes, （133
ページ）
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save configuration commit changes
単一のコミットまたは一連のコミットによる変更をファイルに保存するには、グローバルコン

フィギュレーションまたは管理コンフィギュレーションモードで save configurationcommit changes
コマンドを使用します。

save configuration commit changes {commit-id| last number-of-commits| since commit-id}
device:directory-path

___________________
構文の説明

特定のコミット ID。commit-id

直近の number-of-commitsで実行された変更を保存します。last number-of-commits

特定の commit-id以降（この IDを含む）に実行された変更を保
存します。

since commit-id

ターゲットコンフィギュレーションにロードするコンフィギュ

レーションファイルのストレージデバイスとディレクトリパ

ス。

device: directory-path

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

管理コンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

変更なし。リリース 3.9.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。
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コミット動作で実行された変更をファイルに保存するには、save configuration commit changesコ
マンドを使用します。特定のコミット ID、指定されたコミット ID以降のすべての変更、または
直近の n回のコミットで行われた変更を指定できます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りconfig-services

___________________
例 次に、直近の 2回のコミット動作による変更を disk0に保存する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(admin-config)# save configuration commit changes last 2 disk0:sample1

Destination file name (control-c to abort): [/sample1]?
Building configuration.
5 lines built in 1 second
[OK]

___________________
関連コマンド 説明コマンド

コンフィギュレーションの内容をファイルに保存しま

す。

save configuration, （72ページ）

コンフィギュレーションの変更をファイルに保存しま

す。

save configuration changes, （74ページ）

失敗したコンフィギュレーションの内容を保存します。save configuration failed, （79ページ）

結合されたコンフィギュレーションの変更をファイルに

保存します。

save configuration merge, （81ページ）

削除されたコンフィギュレーションの内容をファイルに

保存します。

save configuration removed, （83ページ）

コミット IDまたはコミットグループのロールバックの
変更を保存します。

save rollback changes, （86ページ）

以前のコンフィギュレーションコミットによって行わ

れた実行コンフィギュレーションに対する変更を表示し

ます。

show configuration commit changes, （105
ページ）

コミットデータベースに保存されたコンフィギュレー

ションコミットに関する情報を表示します。

show configuration commit list, （108ペー
ジ）

コンフィギュレーションの変更履歴を表示します。show configuration history, （122ページ）
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説明コマンド

設定のロールバックによって生じる変更、またはコミッ

ト IDのリストを表示します。
show configuration rollback changes, （133
ページ）
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save configuration failed
失敗したコンフィギュレーションの内容をファイルに保存するには、グローバルコンフィギュ

レーションまたは管理コンフィギュレーションモードで save configuration failedコマンドを使用
します。

save configuration failed [load| noerrors| startup [previous number] [noerror]] device:directory-path

___________________
構文の説明

（任意）直前のリロードで失敗したコンフィギュレーション（構文エ

ラー）を保存します。

load

（任意）保存するコンフィギュレーションからエラーの理由を除外しま

す。

noerrors

（任意）起動時に失敗したコンフィギュレーションを保存します。startup

（任意）指定された以前のセッションで失敗したスタートアップコン

フィギュレーションを保存します。 number引数は、保存する失敗した
スタートアップコンフィギュレーションの数を示す 1～ 4の値です。

previous number

保存するコンフィギュレーションファイルのストレージデバイスとディ

レクトリパス。

device: directory-path

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

管理コンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。
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コンフィギュレーションをファイルに保存するには、save configurationコマンドを使用します。

失敗したコンフィギュレーションをファイルに保存するには、save configuration failedコマンド
を使用します。

起動時に失敗したコンフィギュレーションをファイルに保存するには、startupキーワードと save
configuration failedコマンドを使用します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りconfig-services

___________________
例 次に、失敗したコンフィギュレーションを disk0に保存する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(admin-config)# save configuration failed disk1:/configs

___________________
関連コマンド 説明コマンド

コンフィギュレーションの内容をファイルに保存しま

す。

save configuration, （72ページ）

単一のコミット、または一連のコミットによる変更を

ファイルに保存します。

save configuration commit changes, （76
ページ）

結合されたコンフィギュレーションの変更をファイルに

保存します。

save configuration merge, （81ページ）

削除されたコンフィギュレーションの内容をファイルに

保存します。

save configuration removed, （83ページ）

コミット IDまたはコミットグループのロールバックの
変更を保存します。

save rollback changes, （86ページ）

以前のコンフィギュレーションコミットによって行われ

た実行コンフィギュレーションに対する変更を表示しま

す。

show configuration commit changes, （105
ページ）

コミットデータベースに保存されたコンフィギュレー

ションコミットに関する情報を表示します。

show configuration commit list, （108ペー
ジ）

コンフィギュレーションの変更履歴を表示します。show configuration history, （122ページ）

設定のロールバックによって生じる変更、またはコミッ

ト IDのリストを表示します。
show configuration rollback changes, （133
ページ）

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータシステム管理コマンドリファレンスリ
リース 4.2.x

80 OL-26085-04-J  

コンフィギュレーション管理コマンド： Cisco ASR 9000 シリーズルータ
save configuration failed



save configuration merge
結合されたコンフィギュレーションの内容をファイルに保存するには、グローバルコンフィギュ

レーションまたは管理コンフィギュレーションモードで save configuration merge コマンドを使
用します。

save configuration merge device:directory-path

___________________
構文の説明

ターゲットコンフィギュレーションにロードするコンフィギュレー

ションファイルのストレージデバイスとディレクトリパス。

device : directory-path

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

管理コンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りconfig-services

___________________
例 次に、disk0に保存されたコンフィギュレーションの例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(admin-config)# save configuration merge disk0:sample3
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Destination file name (control-c to abort): [/sample3]?
Building configuration.
1 lines built in 1 second
[OK]

___________________
関連コマンド 説明コマンド

コンフィギュレーションの内容をファイルに保存しま

す。

save configuration, （72ページ）

単一のコミット、または一連のコミットによる変更を

ファイルに保存します。

save configuration commit changes, （76
ページ）

失敗したコンフィギュレーションの内容を保存します。save configuration failed, （79ページ）

削除されたコンフィギュレーションの内容をファイルに

保存します。

save configuration removed, （83ページ）

コミット IDまたはコミットグループのロールバックの
変更を保存します。

save rollback changes, （86ページ）

以前のコンフィギュレーションコミットによって行わ

れた実行コンフィギュレーションに対する変更を表示し

ます。

show configuration commit changes, （105
ページ）

コミットデータベースに保存されたコンフィギュレー

ションコミットに関する情報を表示します。

show configuration commit list, （108ペー
ジ）

コンフィギュレーションの変更履歴を表示します。show configuration history, （122ページ）

設定のロールバックによって生じる変更、またはコミッ

ト IDのリストを表示します。
show configuration rollback changes, （133
ページ）
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save configuration removed
削除されたコンフィギュレーションの内容をファイルに保存するには、グローバルコンフィギュ

レーションまたは管理コンフィギュレーションモードで save configuration removedコマンドを使
用します。

save configuration removed removed-configuration-file device:directory-path

___________________
構文の説明

削除されたコンフィギュレーションファイルの名前を指定しま

す。

removed-configuration-file

ターゲットコンフィギュレーションにロードするコンフィギュ

レーションファイルのストレージデバイスとディレクトリパ

ス。

device:directory-path

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

管理コンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

パッケージが非アクティブになっている場合は、そのパッケージに属するコンフィギュレーショ

ンが実行コンフィギュレーションから削除され、ファイルに保存されます。削除されたコンフィ

ギュレーションファイルのコピーを保存するには、save configuration removedコマンドを使用し
ます。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りconfig-services

___________________
例 削除された使用可能なコンフィギュレーションファイルのリストを表示するには、saveconfiguration

removedコマンドの後に疑問符を使用します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# save configuration removed ?

20051208042507.cfg Removed configuration.
20051208044553.cfg Removed configuration.
<cr>

次の例では、削除されたコンフィギュレーションを disk0:に保存し、ファイル名「sample3」を割
り当てます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# save configuration removed 20051208042507.cfg disk0:sample3

Destination file name (control-c to abort): [/sample3]?
Building configuration.
1 lines built in 1 second
[OK]

___________________
関連コマンド

説明コマンド

コンフィギュレーションの内容をファイルに保

存します。

save configuration, （72ページ）

単一のコミット、または一連のコミットによる

変更をファイルに保存します。

save configuration commit changes, （76ページ）

失敗したコンフィギュレーションの内容を保存

します。

save configuration failed, （79ページ）

結合されたコンフィギュレーションの変更を

ファイルに保存します。

save configuration merge, （81ページ）

コミット IDまたはコミットグループのロール
バックの変更を保存します。

save rollback changes, （86ページ）

以前のコンフィギュレーションコミットによっ

て行われた実行コンフィギュレーションに対す

る変更を表示します。

show configuration commit changes, （105ページ）
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説明コマンド

コミットデータベースに保存されたコンフィ

ギュレーションコミットに関する情報を表示し

ます。

show configuration commit list, （108ページ）

コンフィギュレーションの変更履歴を表示しま

す。

show configuration history, （122ページ）

rollback configurationコマンドによって生じる
変更、またはコミット IDのリストを表示しま
す。

show configuration rollback changes, （133ペー
ジ）
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save rollback changes
ロールバックの変更を保存するには、グローバルコンフィギュレーションまたは管理コンフィ

ギュレーションモードで save rollback changesコマンドを使用します。

save rollback changes {commit-id| last number-of-commits| to commit-id} device:directory-path

___________________
構文の説明

特定のコミット ID。commit-id

直近のn回のコミットによるロールバックの変更を保存します。last number-of-commits

特定の commit-idまでのロールバックの変更を保存します。to commit-id

ターゲットコンフィギュレーションにロードするコンフィギュ

レーションファイルのストレージデバイスとディレクトリパ

ス。

device: directory-path

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

管理コンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

特定のコミットポイントへのコンフィギュレーションのロールバック、または一連のコミットに

よるコンフィギュレーションのロールバックで生じた変更を保存するには、save rollback changes
コマンドを使用します。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りconfig-services

___________________
例 次に、コミットポイント 5のロールバックの変更を disk0のファイル sample4に保存する例を示

します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(admin-config)# save rollback changes last 1 disk0:sample4

Destination file name (control-c to abort): [/sample4]?
Building configuration.
6 lines built in 1 second
[OK]

___________________
関連コマンド 説明コマンド

コンフィギュレーションの内容をファイルに保存しま

す。

save configuration, （72ページ）

以前のコンフィギュレーションコミットによって行われ

た実行コンフィギュレーションに対する変更を表示しま

す。

show configuration commit changes, （105
ページ）

コミットデータベースに保存されたコンフィギュレー

ションコミットに関する情報を表示します。

show configuration commit list, （108ペー
ジ）

コンフィギュレーションの変更履歴を表示します。show configuration history, （122ページ）

設定のロールバックによって生じる変更、またはコミッ

ト IDのリストを表示します。
show configuration rollback changes, （133
ページ）
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set default-afi
現在のセッションのデフォルトアドレスファミリ識別子（AFI）を設定するには、EXECモード
で set default-afiコマンドを使用します。

set default-afi {all| ipv4| ipv6}

___________________
構文の説明

現在のセッションのデフォルトの AFIを IPv4および IPv6に設定します。all

現在のセッションのデフォルトのAFIを IPv4に設定します。これがデフォ
ルト設定です。

ipv4

現在のセッションのデフォルトの AFIを IPv6に設定します。ipv6

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの AFI設定は、すべてのセッションで IPv4に設定されます。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

現在のセッションのデフォルトAFIを設定するには、set default-afiコマンドを使用します。この
コマンドは、showコマンドのキーストロークショートカットとして機能します。デフォルトの
AFI設定が IPv4に設定されている場合は、ipv4キーワードをサポートしている showコマンドに
ipv4キーワードを指定する必要はありません。たとえば、AFI設定が IPv4に設定されている場合
は、ipv4キーワードを指定しないで showrouteコマンドを発行し、Routing InformationBase（RIB）
で IPv4ルートを表示することができます。

デフォルトの AFI設定を表示するには、show default-afi-safi-vrfコマンドを使用します。

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータシステム管理コマンドリファレンスリ
リース 4.2.x

88 OL-26085-04-J  

コンフィギュレーション管理コマンド： Cisco ASR 9000 シリーズルータ
set default-afi



___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbasic-services

___________________
例 次に、デフォルトの AFIを IPv6に設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# set default-afi ipv6

%% Default Address Family Identifier is set to 'ipv6'

___________________
関連コマンド 説明コマンド

現在のセッションのデフォルトの SAFIを設定します。set default-safi, （90ページ）

現在のセッションのデフォルトVRFインスタンスを設定
します。

set default-vrf, （92ページ）

現在のセッションのデフォルトAFI、SAFI、およびVRF
インスタンスを表示します。

show default-afi-safi-vrf, （143ページ）
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set default-safi
現在のセッションのデフォルトサブアドレスファミリ識別子（SAFI）を設定するには、EXEC
モードで set default-safiコマンドを使用します。

set default-safi {all| multicast| unicast}

___________________
構文の説明

現在のセッションのデフォルトの SAFIをマルチキャストおよびユニキャ
ストに設定します。

all

現在のセッションのデフォルトの SAFIをマルチキャストに設定します。multicast

現在のセッションのデフォルトの SAFIをユニキャストに設定します。こ
れがデフォルト設定です。

unicast

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの SAFI設定は、すべてのセッションでユニキャストに設定されます。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

現在のセッションのデフォルトSAFI設定を設定するには、setdefault-safiコマンドを使用します。
このコマンドは、showコマンドのキーストロークショートカットとして機能します。デフォル
トの SAFI設定がユニキャストに設定されている場合は、unicastキーワードをサポートしている
showコマンドにこのキーワードを指定する必要はありません。たとえば、デフォルトの SAFI設
定がユニキャストに設定されている場合は、unicastキーワードを指定しないで show routerコマ
ンドを発行し、Routing InformationBase（RIB）のユニキャストアドレスプレフィックスに関する
情報を表示することができます。

デフォルトの SAFI設定を表示するには、show default-afi-safi-vrfコマンドを使用します。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbasic-services

___________________
例 次に、デフォルトの SAFIをマルチキャストに設定する例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# set default-safi multicast

%% Default Sub-Address Family Identifier is set to 'multicast'

___________________
関連コマンド 説明コマンド

現在のセッションのデフォルト AFIを設定します。set default-afi, （88ページ）

現在のセッションのデフォルトVRFインスタンスを設定
します。

set default-vrf, （92ページ）

現在のセッションのデフォルトAFI、SAFI、およびVRF
インスタンスを表示します。

show default-afi-safi-vrf, （143ページ）
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set default-vrf
現在のセッションのデフォルトVPNルーティングおよび転送（VRF）インスタンスを設定するに
は、EXECモードで set default-vrfコマンドを使用します。

set default-vrf {name| none}

___________________
構文の説明

デフォルトの VRF名。name

デフォルトの VRF名を空に設定します。none

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの VRF設定は空に設定されます。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

現在のセッションのデフォルトの VRF設定を設定するには、set default-vrfコマンドを使用しま
す。このコマンドは、showコマンドのキーストロークショートカットとして機能します。たと
えば、デフォルトの VRFが設定されている場合は、VRF名を指定しないで show routeコマンド
を発行することができます。

セッションのデフォルトの VRFが noneに設定されている場合は、システムのデフォルトの VRF
の IPv4ルートが表示されます。

デフォルトの VRF設定を上書するには、showコマンドで VRF名を指定します。（注）

デフォルトの VRF設定を表示するには、show default-afi-safi-vrfコマンドを使用します。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みbasic-services

___________________
例 次の例では、デフォルトの VRFが「dft_vrf:」に設定されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router# set default-vrf dft_vrf

%% Default Virtual Routing/Forwarding is set to 'dft_vrf'

次のコマンドでは、VRF名を指定しないで show route コマンドが入力されます。デフォルトの
VRFが「dft_vrf」に設定されていたため、「dft_vrf」VRFの結果が表示されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show route ipv4

% No matching vrf found

セッションのデフォルトの VRFが noneに設定されている場合は、システムのデフォルトの VRF
ルートが表示されます。次の例では、デフォルトのVRFが（空）に設定され、show routeコマン
ドによってシステムのデフォルトの VRF情報が表示されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router# set default-vrf none

%% Default Virtual Routing/Forwarding is set to ''

RP/0/RSP0/CPU0:router# show route ipv4

Codes: C - connected, S - static, R - RIP, M - mobile, B - BGP
D - EIGRP, EX - EIGRP external, O - OSPF, IA - OSPF inter area
N1 - OSPF NSSA external type 1, N2 - OSPF NSSA external type 2
E1 - OSPF external type 1, E2 - OSPF external type 2, E - EGP
i - ISIS, L1 - IS-IS level-1, L2 - IS-IS level-2
ia - IS-IS inter area, su - IS-IS summary null, * - candidate default
U - per-user static route, o - ODR, L - local

Gateway of last resort is 12.29.0.1 to network 0.0.0.0

S* 0.0.0.0/0 [1/0] via 12.29.0.1, 00:31:30
L 10.10.10.10/32 is directly connected, 3d02h, Loopback1
C 12.29.0.0/16 is directly connected, 00:31:30, MgmtEth0/0/CPU0/0
L 12.29.56.21/32 is directly connected, 00:31:30, MgmtEth0/0/CPU0/0

___________________
関連コマンド 説明コマンド

現在のセッションのデフォルト AFIを設定します。set default-afi, （88ページ）

現在のセッションのデフォルトの SAFIを設定します。set default-safi, （90ページ）

現在のセッションのデフォルトAFI、SAFI、およびVRF
インスタンスを表示します。

show default-afi-safi-vrf, （143ページ）
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show
システムコンフィギュレーションまたは動作ステートに関する情報を表示するには、EXECモー
ド、管理 EXECモード、または任意のコンフィギュレーションモードで showコマンドを使用し
ます。

show command[|begin regular-expression| | exclude regular-expression| | file filesystem:| | include
regular-expression]

___________________
構文の説明

サポートされている show コマンド。command

縦棒（「パイプ」記号）は、そのあとに出力処理の指定が続くことを示

します。

|

（任意） show コマンドの出力で検出される正規表現。regular-expression

（任意）正規表現が含まれる最初の行から、 show コマンドのフィルタ
リングされていない出力を開始します。

begin

（任意）正規表現が含まれない出力行を表示します。exclude

（任意）正規表現が含まれる出力行を、指定されたファイルシステムの

指定されたファイルに書き込みます。 filesystem引数のファイルシステ
ムエイリアスと、そのあとに続くコロン、さらにディレクトリパスと

ファイル名が含まれます。

file filesystem:

（任意）正規表現が含まれる出力行を表示します。include

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード EXEC

管理 EXEC

任意のコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

showコマンドは、システムおよびその設定に関する情報を表示するために使用します。使用可能
な showコマンドのリストを表示するには、オンラインヘルプの疑問符（?）機能を使用します。

出力のフィルタリング

次の表に showコマンドの検索オプションを示します。

表 2： show コマンドの検索オプション

目的コマンド

正規表現が含まれる最初の行から、フィルタリ

ングせずに show commandコマンドの出力を開
始します。

show command | begin regular-expression

正規表現を含まない出力行を表示します。show command | exclude regular-expression

正規表現を含む出力行を表示します。show command | include regular-expression

正規表現が含まれる出力行を、指定されたファ

イルシステムの指定されたファイルに書き込み

ます。

show command | file filesystem:

--More-- プロンプトでのフィルタの追加

showコマンドによる出力の --More--プロンプトにフィルタを指定することもできます。 --More--
プロンプトから出力をフィルタリングするには、スラッシュ（/）と、そのあとに正規表現を入力
します。フィルタは、コマンド出力が完了するか、または（Ctrl-ZまたはCtrl-Cを使用して）中
断されるまでアクティブな状態のままです。

•元のコマンドまたはそれまでの --More--プロンプトでフィルタが指定されている場合は、2
番目のフィルタを適用できません。

• beginキーワードはフィルタの構成要素ではありません。

•正規表現の前にマイナス符号（–）を使用すると、その正規表現が含まれない出力行が表示
されます。

•正規表現の前にプラス符号（+）を使用すると、その正規表現が含まれる出力行が表示され
ます。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りshowコマンドで使用される機能のタスク ID

たとえば、show interfacesコマンドには、インターフェイスタスク IDでの読み取り権限が必要で
す。

___________________
例 次に、show interface | include protocolコマンドの出力例を示します。この例では、show command

コマンドは、正規表現「protocol」が含まれる行だけを表示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show interface | include protocol

Null0 is up, line protocol is up
0 drops for unrecognized upper-level protocol
TenGigE0/2/0/0 is administratively down, line protocol is administratively down
0 drops for unrecognized upper-level protocol
TenGigE0/2/0/1 is administratively down, line protocol is administratively down
0 drops for unrecognized upper-level protocol
TenGigE0/2/0/2 is administratively down, line protocol is administratively down
0 drops for unrecognized upper-level protocol
TenGigE0/2/0/3 is administratively down, line protocol is administratively down
0 drops for unrecognized upper-level protocol
FastEthernet0/RP0/CPU0/0 is administratively down, line protocol is administratively
down
FastEthernet0/RP0/CPU0/0 is administratively down, line protocol is administratively
down
0 drops for unrecognized upper-level protocol

ほとんどのシステムでは、いつでも Ctrl+Zのキーの組み合わせを入力して出力を中断し、EXEC
モードに戻ることができます。たとえば、show running-config | begin hostnameコマンドを使用
して、ホスト名の設定が含まれる行から実行コンフィギュレーションファイルの表示を開始し、

必要な情報の終わりに達したときに Ctrl-Zを使用します。

次の例は、show configuration running | begin lineコマンドの出力例を示します。出力は、正規表
現「line」が含まれる最初の行のフィルタリングされていない出力から始まります。この例では、
--More--プロンプトで、正規表現「ipv4」が含まれる出力行から開始する新しい検索が指定されて
います。

beginキーワードはフィルタの構成要素ではありません。（注）

RP/0/RSP0/CPU0:router# show configuration running | begin line

Building configuration...
line console
exec-timeout 120 120
!
logging trap
--More--
/ipv4

filtering...
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route ipv4 0.0.0.0 255.255.0.0 pos0/2/0/0
interface TenGigE0/2/0/0
ipv4 address 172.19.73.215 255.255.0.0
end

___________________
関連コマンド 説明コマンド

テキストファイルからの出力を表示します。more, （60ページ）
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show aliases
定義されているすべてのエイリアスまたは指定モードで定義されているエイリアスを表示するに

は、EXECモードで show aliasesコマンドを使用します。

show aliases

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードと引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト システムで現在設定されているすべてのエイリアスを表示します。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

システムで現在設定されているすべてのエイリアスを表示するには、showaliasesコマンドを使用
します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りbasic-services

___________________
例 次の例は show aliasesコマンドからの出力例を示します。出力には、設定されているすべてのコ

マンドエイリアスのサマリーが表示されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show aliases

exec mode aliases:
ipv4_brief show ipv4 interface brief
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interface mode aliases:
sample_int tengige 0/2/0/0

___________________
関連コマンド 説明コマンド

コマンドエイリアスを作成します。alias, （8ページ）
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show configuration（config）
現在のコンフィギュレーションセッション（ターゲットコンフィギュレーション）に関する情報

を表示するには、任意のコンフィギュレーションモードで show configurationコマンドを使用し
ます。

show configuration [merge] [running]

___________________
構文の説明

（任意）コミットしていない変更されたターゲットコンフィギュレーション

の内容を実行コンフィギュレーションにコミットしたときに生成されるコン

フィギュレーションを表示します。

merge

（任意）（コミットされた）実行コンフィギュレーションを表示します。running

___________________
コマンドデフォルト 引数なしで show configurationコマンドを入力すると、ターゲットコンフィギュレーションに対

するコミットされていない変更が表示されます。

___________________
コマンドモード 任意のコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

コミットされていないコンフィギュレーションの変更に関する詳細を表示するには、show
configurationコマンドを使用します。

（アクティブな）実行コンフィギュレーションを表示するには、show configurationコマンドを
runningキーワードを指定して使用します。

ターゲットコンフィギュレーションと実行コンフィギュレーションとの結合の結果を表示するに

は、ターゲットコンフィギュレーションをコミットする前に、任意のコンフィギュレーション

モードから mergeキーワードを指定した show configurationコマンドを使用します。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りbasic-services

___________________
例 この例では、showconfigurationコマンドによって、コンフィギュレーションセッションで行われ

たコミットされていない変更が表示されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# interface tengige0/3/0/3
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)# description faq
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)# ipv4 address 10.10.11.20 255.0.0.0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)# show configuration

Building configuration...
interface TenGigE0/3/0/3
description faq
ipv4 address 10.10.11.20 255.0.0.0
end

次の例は、mergeキーワードをオプションとして指定した showconfigurationコマンドの出力例を
示します。このコマンドは、コンフィギュレーションセッション中に入力します。出力には、

ターゲットコンフィギュレーションと実行コンフィギュレーションの結合の結果が、変更をコ

ミットしない状態で表示されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# interface tengige0/3/0/3
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)# description faq
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)# ipv4 address 10.10.11.20 255.0.0.0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if)# show configuration merge

Building configuration...
hostname router
interface TenGigE0/0/0/0
ipv4 address 1.2.3.4 255.0.0.0
exit
interface TenGigE0/3/0/3
description faq
ipv4 address 1.1.1.1 255.0.0.0
shutdown
end

___________________
関連コマンド 説明コマンド

ターゲットコンフィギュレーションを実行コンフィギュ

レーションに結合します。

commit, （24ページ）

ターゲットコンフィギュレーションに、それまでに保存

されているコンフィギュレーションファイルの内容を入

力します。

load, （47ページ）
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説明コマンド

以前のコンフィギュレーションコミットによって行われ

た実行コンフィギュレーションに対する変更を表示しま

す。

show configuration commit changes, （105
ページ）

コミットデータベースに保存されたコンフィギュレー

ションコミットに関する情報を表示します。

show configuration commit list, （108ペー
ジ）

直前のコミットで失敗したコンフィギュレーションに関

する情報を表示します。

show configuration failed（config）, （111
ページ）

起動時に失敗したコンフィギュレーションに関する情報

を表示します。

show configuration failed startup, （120
ページ）

コンフィギュレーションの変更履歴を表示します。show configuration history, （122ページ）

設定のロールバックによって生じる変更、またはコミッ

ト IDのリストを表示します。
show configuration rollback changes, （133
ページ）

コミットされたコンフィギュレーションの内容を表示し

ます。

show configuration running, （136ペー
ジ）

コミットされたコンフィギュレーションの内容を表示し

ます。

show configuration running-config, （138
ページ）

アクティブなコンフィギュレーションセッションを表示

します。

show configuration sessions, （141ペー
ジ）

現在の（アクティブな）実行コンフィギュレーションを

表示します。

show running-config, （147ページ）
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show configuration changes
置換操作中に実行されるコンフィギュレーションの変更を表示するには、グローバルコンフィ

ギュレーションまたは管理コンフィギュレーションモードで show configuration changes コマン
ドを使用します。

show configuration changes [diff]

___________________
構文の説明

（任意）UNIXに類似した形式で変更を表示します。diff

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

管理コンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りconfig-services

読み取りbasic-services

___________________
例 次に、置換操作中に行われる変更の例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# show configuration changes diff
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Building configuration...
# hostname router
# hostname bla
- logging console
- telnet vrf default ipv4 server disable
- domain ipv4 host xhu-u5
- domain ipv4 host coax-u10
- domain ipv4 host coax-u10.cisco.com
- domain name
- interface Loopback1
- ipv4 address 10.0.0.2 255.255.255.224
- !
- interface Loopback2
- description
- !
- interface Loopback5
- description
- !
- interface Loopback6
- description
- !
- interface MgmtEth0/0/CPU0/0
- ipv4 address 10.0.0.1 255.255.255.224
- !
- interface GigabitEthernet0/2/0/0
- shutdown
- !
- interface GigabitEthernet0/2/0/1
- shutdown
- !
- interface GigabitEthernet0/2/0/2
- shutdown
- !
- router static
- address-family ipv4 unicast
- 0.0.0.0/0 255.255.255.224
- !
- !
end
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show configuration commit changes
それまでのコンフィギュレーションコミット、単一のコンフィギュレーションコミット、または

一定範囲のコンフィギュレーションコミットによって実行コンフィギュレーションに行われた変

更を表示するには、EXEC、管理 EXEC、管理コンフィギュレーション、またはグローバルコン
フィギュレーションモードで show configuration commit changesコマンドを使用します。

show configuration commit changes {commit-id| since commit-id| last number-of-commits} [diff]

___________________
構文の説明

特定のコンフィギュレーションコミット以降（そのコミットを含む）に

実行コンフィギュレーションにコミットされたすべての変更を表示しま

す。

since

特定のコンフィギュレーションコミットによるコンフィギュレーション

の変更を表示します。

commit-id

number-of-commits引数で指定された回数の直近のコンフィギュレーショ
ンコミットで実行コンフィギュレーションに対して行われた変更を表示

します。

last number-of-commits

（任意）追加された行、変更された行、および削除された行を表示しま

す。

diff

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード EXEC

管理 EXEC

管理コンフィギュレーション

グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

commitコマンドを使用してコンフィギュレーションをコミットするたびに、コンフィギュレー
ションコミット動作にコミット IDが割り当てられます。 show configuration commit changesコマ
ンドは、指定されたコミット以降のコンフィギュレーションの変更を表示します。

使用可能なコミット IDのリストを表示するには、show configuration commit listコマンドを入力
します。オンラインヘルプの機能（?）とともに show configuration commit changesコマンドを
入力することで、コミット IDを表示することもできます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りconfig-services

___________________
例 次の例は、show configuration commit changesコマンドの出力例を示します。出力にコミット ID

が表示されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show configuration commit list

SNo. Label/ID User Line Client Time Stamp
~~~~ ~~~~~~~~ ~~~~ ~~~~ ~~~~~~ ~~~~~~~~~~
1 1000000077 lab con0_RSP1_C CLI 15:42:45 UTC Fri Jan 30 2009
2 1000000076 lab con0_RSP1_C Rollback 15:30:39 UTC Fri Jan 30 2009
3 1000000075 lab con0_RSP1_C Rollback 15:25:26 UTC Fri Jan 30 2009
4 1000000074 lab con0_RSP1_C Rollback 15:04:29 UTC Fri Jan 30 2009
5 1000000073 lab con0_RSP1_C CLI 14:49:07 UTC Fri Jan 30 2009
6 1000000072 lab con0_RSP1_C CLI 14:48:35 UTC Fri Jan 30 2009

次の例は、commit-id引数を指定した show configuration commit changesコマンドの出力例を示し
ます。この例では、コミット ID 1000000077が割り当てられたコンフィギュレーションコミット
で行われた変更が出力に表示されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show configuration commit changes 1000000077

Building configuration...
alias exec shrun show configuration running
alias exec shver show version
end

次の例は、since commit-idキーワードおよび引数を指定した show configuration commit changesコ
マンドの出力例を示します。この例では、コミット ID1000000077が割り当てられたコンフィギュ
レーションコミットがコミットされたあとに行われたコンフィギュレーションの変更が出力に表

示されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show configuration commit changes since 1000000077
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Building configuration...
no hw-module node 0/RP0/CPU0 shutdown
hostname router
logging trap
no logging console
logging history size 1
alias exec shrun show configuration running
alias exec shver show version
interface MgmtEth0/RP1/CPU0/0
ipv4 address 12.25.34.10 255.255.0.0
no shutdown
!
interface preconfigure MgmtEth0/RP0/CPU0/0
no shutdown
!
no route ipv4 0.0.0.0/0 12.7.0.1
route ipv4 0.0.0.0/0 12.25.0.1
route ipv4 223.255.254.254/32 12.25.0.1
telnet ipv4 server enable
end

次の例は、diffキーワードを使用した show configuration commit changesコマンドの出力例を示し
ます。この表示では、次の記号が変更を示します。

+は追加された行を示します。

-は削除された行を示します。

#は変更された行を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show configuration commit changes last 1 diff

Building configuration...
+ interface Loopback1000
+ ipv4 address 190.190.180.1 255.255.255.255
!
end

+ interface Loopback1000
+ ipv4 address 190.190.180.1 255.255.255.255
!
end

___________________
関連コマンド 説明コマンド

コンフィギュレーションを以前のコミットにロールバッ

クします。

rollback configuration, （66ページ）

設定のロールバックによって生じる変更、またはコミッ

ト IDのリストを表示します。
show configuration rollback changes, （133
ページ）
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show configuration commit list
コミットデータベースに保存されたコンフィギュレーションコミットに関する情報を表示するに

は、EXEC、管理EXEC、管理コンフィギュレーション、またはグローバルコンフィギュレーショ
ンモードで show configuration commit listコマンドを使用します。

show configuration commit list [ number-of-commits ] [detail]

___________________
構文の説明

（任意）ロールバックに使用できるコミットの回数（直前のコミッ

トから数えて）。

number-of-commits

（任意）コメントを含む詳細なコミット情報を表示します。detail

___________________
コマンドデフォルト オプションの引数またはキーワードを指定せずにこのコマンドを入力すると、コミットデータ

ベースに保存されたすべてのコンフィギュレーションコミットに関する情報が出力に表示されま

す。

___________________
コマンドモード EXEC

管理 EXEC

管理コンフィギュレーション

グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

ロールバックに使用できる（最大で 100個の）コミット IDのリストを表示するには、show
configuration commit listコマンドを使用します。
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直近の 100回のコミットがシステムによって保持されます。新しいコミット IDが追加される
と、最も古いコミット IDが破棄され、ロールバック動作には使用できなくなります。

（注）

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りconfig-services

___________________
例 次の例は、showconfiguration commit listコマンドの出力例を示します。出力には、ロールバック

に使用できるコミット IDが表示されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show configuration commit list

SNo. Label/ID User Line Client Time Stamp
~~~~ ~~~~~~~~ ~~~~ ~~~~ ~~~~~~ ~~~~~~~~~~
1 1000000010 UNKNOWN con0_RSP0_C Rollback 02:25:53 UTC Fri Feb 06 2009
2 1000000009 UNKNOWN con0_RSP0_C CLI 02:23:09 UTC Fri Feb 06 2009
3 1000000008 UNKNOWN con0_RSP0_C CLI 02:22:54 UTC Fri Feb 06 2009
4 1000000007 UNKNOWN con0_RSP0_C CLI 02:22:18 UTC Fri Feb 06 2009
5 1000000006 UNKNOWN con0_RSP0_C CLI 02:07:21 UTC Fri Feb 06 2009

表 3： show configuration commit listのフィールドの説明, （109ページ）に、この出力で表示され
る重要なフィールドの説明を示します。

表 3： show configuration commit list のフィールドの説明

説明フィールド

コミットエントリのシリアル番号。SNo.

ラベルがコミットに割り当てられている場合

は、ラベルの最初の 10文字が表示されます。
割り当てられていない場合は、自動生成された

コミット IDが表示されます。

Label/ID

コミットを実行したユーザ。User

ユーザセッションが確立された行。場合によっ

ては、このフィールドに「UNKNOWN」または
「SYSTEM」と表示されることがあります。こ
れらのフィールドは、システムによって内部コ

ミットが実行されたことを示します。

Line
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説明フィールド

コミットを実行するために使用された管理イン

ターフェイス。

Client

コミットが実行された日時。Time Stamp

___________________
関連コマンド 説明コマンド

ターゲットコンフィギュレーションの内容を表示しま

す。

show configuration（config）, （100ペー
ジ）

以前のコンフィギュレーションコミットによって行わ

れた実行コンフィギュレーションに対する変更を表示

します。

show configuration commit changes, （105
ページ）

直前のコミットで失敗したコンフィギュレーションに

関する情報を表示します。

show configuration failed（config）, （111
ページ）

起動時に失敗したコンフィギュレーションに関する情

報を表示します。

show configuration failed startup, （120ペー
ジ）

コンフィギュレーションの変更履歴を表示します。show configuration history, （122ページ）

設定のロールバックによって生じる変更、またはコミッ

ト IDのリストを表示します。
show configuration rollback changes, （133
ページ）

コミットされたコンフィギュレーションの内容を表示

します。

show configuration running, （136ページ）

コミットされたコンフィギュレーションの内容を表示

します。

showconfiguration running-config, （138ペー
ジ）

アクティブなコンフィギュレーションセッションを表

示します。

show configuration sessions, （141ページ）

現在の（アクティブな）実行コンフィギュレーション

を表示します。

show running-config, （147ページ）
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show configuration failed（config）
直前のコミットで失敗したコンフィギュレーションに関する情報を表示するには、任意のコンフィ

ギュレーションモードで show configuration failedコマンドを使用します。

show configuration failed [load| noerrors]

___________________
構文の説明

（任意）loadコマンドによってロードされたコンフィギュレーションで検
出された構文エラーを表示します。

load

（任意）直前のコミットで失敗したコンフィギュレーションを表示します

（エラーの理由を除く）。

noerrors

___________________
コマンドデフォルト 失敗したコンフィギュレーションの詳細を表示します（エラーの理由を含む）。

___________________
コマンドモード 任意のコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りbasic-services

___________________
例 次に、失敗したコミット動作の例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
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RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# taskgroup bgp
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-tg)# description this is an example of an invalid task group
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-tg)# commit
% Failed to commit one or more configuration items.
Please use 'show configuration failed' to view the errors

次の例は、show configuration failedコマンドのサンプル出力を示しています。出力には、直前の
コミット動作で失敗したコンフィギュレーションの項目が表示されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-tg)# show configuration failed

!! CONFIGURATION FAILED DUE TO SEMANTIC ERRORS
taskgroup bgp
!!% Usergroup/Taskgroup names cannot be taskid names
!

次の例は、オプションの no errorsキーワードを使用した show configuration failedコマンドから
の出力例を示します。出力には、直前のコミット動作で失敗したコンフィギュレーションの項目

が、エラーの説明を除いて表示されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config-tg)# show configuration failed noerrors

!! CONFIGURATION FAILED DUE TO SEMANTIC ERRORS
taskgroup bgp
!

___________________
関連コマンド 説明コマンド

ターゲットコンフィギュレーションの内容を表示しま

す。

show configuration（config）, （100ペー
ジ）

以前のコンフィギュレーションコミットによって行わ

れた実行コンフィギュレーションに対する変更を表示

します。

show configuration commit changes, （105
ページ）

コミットデータベースに保存されたコンフィギュレー

ションコミットに関する情報を表示します。

show configuration commit list, （108ペー
ジ）

起動時に失敗したコンフィギュレーションに関する情

報を表示します。

show configuration failed startup, （120ペー
ジ）

コンフィギュレーションの変更履歴を表示します。show configuration history, （122ページ）

設定のロールバックによって生じる変更、またはコミッ

ト IDのリストを表示します。
show configuration rollback changes, （133
ページ）

コミットされたコンフィギュレーションの内容を表示

します。

show configuration running, （136ページ）

コミットされたコンフィギュレーションの内容を表示

します。

show configuration running-config, （138
ページ）
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説明コマンド

アクティブなコンフィギュレーションセッションを表

示します。

show configuration sessions, （141ページ）

現在の（アクティブな）実行コンフィギュレーション

を表示します。

show running-config, （147ページ）
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show configuration failed incompatible
アクティブにされているソフトウェアにより認識されなかったために実行コンフィギュレーショ

ンから削除されたすべてのコンフィギュレーションを表示するには、EXECモードまたは管理
EXECモードで show configuration failed incompatibleコマンドを使用します。

show configuration failed incompatible

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードと引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード EXEC

管理 EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

インストールされた新しいソフトウェアにより認識されない、実行コンフィギュレーション内の

すべてのコンフィギュレーションは、実行コンフィギュレーションから削除されます。削除され

たコンフィギュレーションを表示するには、show configuration failed incompatibleコマンドを使
用します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りconfig-services

   Cisco ASR 9000 シリーズアグリゲーションサービスルータシステム管理コマンドリファレンスリ
リース 4.2.x

114 OL-26085-04-J  

コンフィギュレーション管理コマンド： Cisco ASR 9000 シリーズルータ
show configuration failed incompatible



___________________
関連コマンド 説明コマンド

現在の（アクティブな）実行コンフィギュレーション

を表示します。

show running-config, （147ページ）
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show configuration failed remove
インストール動作中の削除に失敗したコンフィギュレーションに関する情報を表示するには、

EXECモードまたは管理 EXECモードで show configuration failed remove コマンドを使用しま
す。

show configuration failed remove

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードと引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード EXEC

管理 EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りconfig-services

___________________
例 次に、失敗したコミット動作の例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show configuration failed remove

!! SEMANTIC ERRORS: This configuration was rejected by
!! the system due to semantic errors. The individual
!! errors with each failed configuration command can be
!! found below.
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multicast-routing
no address-family ipv4
!!% Process did not respond to sysmgr
address-family ipv4
no interface all enable

!!% Process did not respond to sysmgr
!
!

コンフィギュレーションの削除に失敗したため、このコンフィギュレーションは、予想どおり

show running-configuration コマンドの出力に表示されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show running-configuration
...
router pim vrf default address-family ipv4
auto-rp candidate-rp GigabitEthernet0/2/0/3 scope 255 group-list 224/4 interval 10
!
multicast-routing
address-family ipv4
interface all enable

!
!

___________________
関連コマンド 説明コマンド

ターゲットコンフィギュレーションの内容を表示しま

す。

show configuration（config）, （100ペー
ジ）

以前のコンフィギュレーションコミットによって行わ

れた実行コンフィギュレーションに対する変更を表示

します。

show configuration commit changes, （105
ページ）

コミットデータベースに保存されたコンフィギュレー

ションコミットに関する情報を表示します。

show configuration commit list, （108ペー
ジ）

直前のコミットで失敗したコンフィギュレーションに

関する情報を表示します。

show configuration failed（config）, （111
ページ）

コンフィギュレーションの変更履歴を表示します。show configuration history, （122ページ）

設定のロールバックによって生じる変更、またはコミッ

ト IDのリストを表示します。
show configuration rollback changes, （133
ページ）

コミットされたコンフィギュレーションの内容を表示

します。

show configuration running, （136ページ）

コミットされたコンフィギュレーションの内容を表示

します。

show configuration running-config, （138
ページ）

アクティブなコンフィギュレーションセッションを表

示します。

show configuration sessions, （141ページ）

現在の（アクティブな）実行コンフィギュレーション

を表示します。

show running-config, （147ページ）
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show configuration failed rollback
直前のロールバック動作で失敗したコンフィギュレーションに関する情報を表示するには、EXEC
モードまたは管理 EXECモードで show configuration failed rollback コマンドを使用します。

show configuration failed rollback

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードと引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード EXEC

管理 EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りconfig-services

読み取りroot-lr

___________________
関連コマンド 説明コマンド

ターゲットコンフィギュレーションの内容を表示しま

す。

show configuration（config）, （100ペー
ジ）
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説明コマンド

以前のコンフィギュレーションコミットによって行わ

れた実行コンフィギュレーションに対する変更を表示

します。

show configuration commit changes, （105
ページ）

コミットデータベースに保存されたコンフィギュレー

ションコミットに関する情報を表示します。

show configuration commit list, （108ペー
ジ）

直前のコミットで失敗したコンフィギュレーションに

関する情報を表示します。

show configuration failed（config）, （111
ページ）

コンフィギュレーションの変更履歴を表示します。show configuration history, （122ページ）

設定のロールバックによって生じる変更、またはコミッ

ト IDのリストを表示します。
show configuration rollback changes, （133
ページ）

コミットされたコンフィギュレーションの内容を表示

します。

show configuration running, （136ページ）

コミットされたコンフィギュレーションの内容を表示

します。

show configuration running-config, （138
ページ）

アクティブなコンフィギュレーションセッションを表

示します。

show configuration sessions, （141ページ）

現在の（アクティブな）実行コンフィギュレーション

を表示します。

show running-config, （147ページ）
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show configuration failed startup
起動時に失敗したコンフィギュレーションに関する情報を表示するには、EXECモードまたは管
理 EXECモードで show configuration failed コマンドを使用します。

show configuration failed startup [noerror| previous number]

___________________
構文の説明

（任意）起動時に失敗したコンフィギュレーションを表示します（エラー

の理由を除く）。

noerror

（任意）以前に失敗した 1つまたは複数のスタートアップコンフィギュ
レーションを表示します。 number 引数は、以前の number回のセッショ
ンで失敗したスタートアップコンフィギュレーションを表示する 1～ 4の
値です。

previous number

___________________
コマンドデフォルト キーワードを指定しないと、このコマンドによって、エラーの理由を含む失敗したスタートアッ

プコンフィギュレーションの詳細が表示されます。

___________________
コマンドモード EXEC

管理 EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りconfig-services
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___________________
関連コマンド 説明コマンド

ターゲットコンフィギュレーションの内容を表示しま

す。

show configuration（config）, （100ペー
ジ）

以前のコンフィギュレーションコミットによって行わ

れた実行コンフィギュレーションに対する変更を表示

します。

show configuration commit changes, （105
ページ）

コミットデータベースに保存されたコンフィギュレー

ションコミットに関する情報を表示します。

show configuration commit list, （108ペー
ジ）

直前のコミットで失敗したコンフィギュレーションに

関する情報を表示します。

show configuration failed（config）, （111
ページ）

コンフィギュレーションの変更履歴を表示します。show configuration history, （122ページ）

設定のロールバックによって生じる変更、またはコミッ

ト IDのリストを表示します。
show configuration rollback changes, （133
ページ）

コミットされたコンフィギュレーションの内容を表示

します。

show configuration running, （136ページ）

コミットされたコンフィギュレーションの内容を表示

します。

show configuration running-config, （138
ページ）

アクティブなコンフィギュレーションセッションを表

示します。

show configuration sessions, （141ページ）

現在の（アクティブな）実行コンフィギュレーション

を表示します。

show running-config, （147ページ）
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show configuration history
コンフィギュレーションイベントの履歴を表示するには、EXECモード、管理 EXECモード、管
理コンフィギュレーションモード、またはグローバルコンフィギュレーションモードで show
configuration historyコマンドを使用します。

show configuration history [alarm| backup| cfs-check| commit| rebase| shutdown| startup] [first number|
last number| reverse] [detail]

___________________
構文の説明

（任意）アラームイベントを表示します。alarm

（任意）コンフィギュレーションバックアップイベントを表示しま

す。

backup

（任意）CFSチェックイベントを表示します。cfs-check

（任意）コミットイベントを表示します。commit

（任意）コミットデータベース統合イベントを表示します。rebase

（任意）シャットダウンイベントを表示します。shutdown

（任意）別のコンフィギュレーション、失敗したコンフィギュレー

ション、その他のイベントを含むスタートアップイベントを表示し

ます。

startup

（任意）最初のx個のイベントを表示します。xはnumber引数です。first number

（任意）最後の x 個のイベントを表示します。表示するイベントの
数に置き換えます。

last number

（任意）直前のイベントを最初に表示します。reverse

（任意）コメントを含む詳細な情報を表示します。detail

___________________
コマンドデフォルト オプションの引数またはキーワードなしで入力すると、このコマンドによってすべてのコンフィ

ギュレーションイベントが表示されます。最も古いイベントが、各イベントタイプのリストの

先頭に表示されます。

___________________
コマンドモード EXEC
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管理 EXEC

管理コンフィギュレーション

グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

直近の（最大で）1500個のコンフィギュレーションイベントに関する情報を表示するには、show
configuration historyコマンドを使用します。

特定のイベントタイプのコンフィギュレーションイベントだけを表示するには、使用可能なキー

ワードのいずれかを使用します。指定した数のイベントを表示するには、first number および last
numberキーワードおよび引数を使用します。最も新しいイベントをリストの先頭に表示するに
は、reverseキーワードを使用します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りconfig-services

___________________
例 次の例では、show configuration historyコマンドを使用して、SDRのすべてのコンフィギュレー

ションイベントの履歴を表示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show configuration history

Sno. Event Info Time Stamp
~~~~ ~~~~~ ~~~~ ~~~~~~~~~~
1 alarm inconsistency alarm raised Thu Jun 22 15:23:15 2009
2 startup configuration applied Thu Jun 22 15:23:32 2009
3 OIR config restore Thu Jun 22 15:23:25 2009
4 OIR config restore Thu Jun 22 15:23:33 2009
5 OIR config restore Thu Jun 22 15:23:33 2009
6 OIR config restore Thu Jun 22 15:23:34 2009
7 OIR config restore Thu Jun 22 15:23:34 2009
8 OIR config restore Thu Jun 22 15:23:35 2009
9 OIR config restore Thu Jun 22 15:23:36 2009
10 OIR config restore Thu Jun 22 15:23:37 2009
11 OIR config restore Thu Jun 22 15:23:37 2009
12 OIR config restore Thu Jun 22 15:23:38 2009
13 OIR config restore Thu Jun 22 15:23:38 2009
14 OIR config restore Thu Jun 22 15:23:39 2009
15 OIR config restore Thu Jun 22 15:23:39 2009
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16 OIR config restore Thu Jun 22 15:23:40 2009
17 OIR config restore Thu Jun 22 15:23:40 2009
18 OIR config restore Thu Jun 22 15:23:42 2009
19 OIR config restore Thu Jun 22 15:23:42 2009
20 OIR config restore Thu Jun 22 15:23:42 2009
21 OIR config restore Thu Jun 22 15:23:43 2009
--More--

次の例では、show configuration historyコマンドを使用して、スタートアップコンフィギュレー
ションイベントだけを表示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show configuration history startup

Sno. Event Info Time Stamp
~~~~ ~~~~~ ~~~~ ~~~~~~~~~~
1 startup configuration applied Thu Jun 22 15:23:32 2009
2 startup configuration applied Sat Jul 1 15:02:24 2009
3 startup configuration applied Sat Jul 8 17:36:52 2009
4 startup configuration applied Sun Jul 9 13:40:27 2009
5 startup configuration applied Sat Jul 15 18:18:54 2009

次の例では、コミットイベントに関する追加の詳細を表示するために、commit detailキーワード
を指定した show configuration historyコマンドを使用しています。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show configuration history commit detail

1) Event: commit Time: Thu Jun 22 15:44:33 2009
Commit ID: 1000000001 Label:
User: lab Line: vty0
Client: CLI Comment:

2) Event: commit Time: Thu Jun 22 16:58:18 2009
Commit ID: 1000000002 Label:
User: lab Line: vty2
Client: CLI Comment:

3) Event: commit Time: Thu Jun 22 16:58:39 2009
Commit ID: 1000000003 Label:
User: lab Line: vty2
Client: CLI Comment:

4) Event: commit Time: Sat Jul 1 15:29:31 2009
Commit ID: 1000000001 Label:
User: lab Line: vty0
Client: CLI Comment:

5) Event: commit Time: Sat Jul 1 15:32:25 2009
Commit ID: 1000000002 Label:
User: lab Line: vty0

--More--

表 4： show configuration history のフィールドの説明

説明フィールド

エントリのシリアル番号。SNo.

コンフィギュレーションイベントのタイプ。Event

コンフィギュレーション処理のサマリー。Info

イベントが実行された日時。Time Stamp
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説明フィールド

ラベルがコミットに割り当てられている場合

は、最初の 10文字が表示されます。割り当て
られていない場合は、自動生成されたコミット

IDが表示されます。

Label/ID

コマンドを発行したユーザ。User

ユーザセッションが確立された行。場合によっ

ては、このフィールドに「UNKNOWN」または
「SYSTEM」と表示されることがあります。こ
れらのフィールドは、システムによって内部処

理が実行されたことを示します。

Line

イベントを作成するために使用された管理イン

ターフェイス。

Client

___________________
関連コマンド 説明コマンド

ターゲットコンフィギュレーションの内容を表示しま

す。

show configuration（config）, （100ペー
ジ）

以前のコンフィギュレーションコミットによって行わ

れた実行コンフィギュレーションに対する変更を表示

します。

show configuration commit changes, （105
ページ）

コミットデータベースに保存されたコンフィギュレー

ションコミットに関する情報を表示します。

show configuration commit list, （108ペー
ジ）

直前のコミットで失敗したコンフィギュレーションに

関する情報を表示します。

show configuration failed（config）, （111
ページ）

起動時に失敗したコンフィギュレーションに関する情

報を表示します。

show configuration failed startup, （120ペー
ジ）

設定のロールバックによって生じる変更、またはコミッ

ト IDのリストを表示します。
show configuration rollback changes, （133
ページ）

コミットされたコンフィギュレーションの内容を表示

します。

show configuration running, （136ページ）

コミットされたコンフィギュレーションの内容を表示

します。

show configuration running-config, （138
ページ）
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説明コマンド

アクティブなコンフィギュレーションセッションを表

示します。

show configuration sessions, （141ページ）

現在の（アクティブな）実行コンフィギュレーション

を表示します。

show running-config, （147ページ）
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show configuration inconsistency replica
複製ノードのコンフィギュレーションの不一致を表示するには、EXECモードまたは管理 EXEC
モードで show configuration inconsistency replicaコマンドを使用します。

show configuration inconsistency replica location node-id [detail]

___________________
構文の説明

指定したノードのすべてのコンフィギュレーションの不一致を表示し

ます。 node-id引数は、ラック/スロット/モジュールの形式で表されま
す。

location node-id

不一致の詳細なリストを表示します。detail

___________________
コマンドデフォルト 管理 EXECモード：管理プレーンコンフィギュレーションのコンフィギュレーションの不一致を

表示します。

EXECモード：SDRコンフィギュレーションのコンフィギュレーションの不一致を表示します。

___________________
コマンドモード EXEC

管理 EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

管理EXECまたはEXECモードでは、show configuration inconsistency replicaコマンドの複製ノー
ドはスタンバイの指定システムコントローラ（DSC）です。

手動によるスイッチオーバーまたは DSC移行を実行する前に show configuration inconsistency
replicaコマンドを使用して、DSCを引き継ぐ回線のノードの状態が正常であることを確認しま
す。問題が報告された場合は、clear configuration inconsistency replicaコマンドを使用してその
問題を修正します。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りconfig-services

___________________
例 次に、不一致があるコンフィギュレーションの例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show configuration inconsistency replica location 0/rsp1/cpu0

The replica at location 0/RSP1/CPU0 is inconsistent.
Please run 'clear configuration inconsistency replica location 0/RP1/CPU0'.

次に、不一致を解決した後の出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:Router# show configuration inconsistency replica location 0/rsp1/cpu0

Replica is consistent

___________________
関連コマンド 説明コマンド

スタンバイノードのコンフィギュレーションの不

一致を解決します。

clear configuration inconsistency replica, （20
ページ）
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show configuration persistent
固定コンフィギュレーションを表示するには、EXECモードで show configuration persistentコマ
ンドを使用します。

show configuration persistent [diff]

___________________
構文の説明

（任意）実行コンフィギュレーションと固定コンフィギュレーションの違いを

表示します。このオプションは DSCだけで使用できます。
diff

___________________
コマンドデフォルト 引数を指定しないと、showconfigurationpersistentコマンドによって、固定コンフィギュレーショ

ンファイルの内容全体が表示されます。

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

固定コンフィギュレーションは、不揮発性メモリに格納されたコンフィギュレーションで、ルー

トのリロード後に、このコンフィギュレーションから実行コンフィギュレーションが復元されま

す。実行コンフィギュレーションは、固定コンフィギュレーションと同じでなければなりませ

ん。実行コンフィギュレーションと永続的なコンフィギュレーションとの間に違いがあるかどう

かを確認するには、diffキーワードを指定した show configuration persistentコマンドを使用しま
す。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りconfig-services
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___________________
例 次に、実行コンフィギュレーションと固定コンフィギュレーションとの間に違いがない場合の例

を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show configuration persistent diff

Building configuration...
end

次に、実行コンフィギュレーションと固定コンフィギュレーションとの間に違いがある場合の例

を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show configuration persistent diff

Building configuration...
router vrrp
interface gigabitethernet0/1/0/1.1
vrrp 1 preempt delay 300
!
interface gigabitethernet0/1/0/1.2
vrrp 1 preempt delay 300
!
interface gigabitethernet0/1/0/1.3
vrrp 1 preempt delay 300

___________________
関連コマンド 説明コマンド

現在の（アクティブな）実行コンフィギュレーション

を表示します。

show running-config, （147ページ）
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show configuration removed
インストール動作中に削除されたコンフィギュレーションを表示するには、EXECモードまたは
管理 EXECモードで show configuration removed コマンドを使用します。

show configuration removed config-id

___________________
構文の説明

削除されたコンフィギュレーションの名前。削除された全コンフィギュ

レーション名のリストを表示するには（?）を入力します。
config-id

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード EXEC

管理 EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りconfig-services

___________________
例 次に、削除されたコンフィギュレーションの例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show configuration removed 20060301112919.cfg

xml agent corba
http server
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end

___________________
関連コマンド 説明コマンド

ターゲットコンフィギュレーションを実行コンフィギュ

レーションに結合します。

commit, （24ページ）

ターゲットコンフィギュレーションに、それまでに保存

されているコンフィギュレーションファイルの内容を入

力します。

load, （47ページ）

ターゲットコンフィギュレーションの内容を表示しま

す。

show configuration（config）, （100ペー
ジ）

以前のコンフィギュレーションコミットによって行われ

た実行コンフィギュレーションに対する変更を表示しま

す。

show configuration commit changes, （105
ページ）

コミットデータベースに保存されたコンフィギュレー

ションコミットに関する情報を表示します。

show configuration commit list, （108ペー
ジ）

直前のコミットで失敗したコンフィギュレーションに関

する情報を表示します。

show configuration failed（config）, （111
ページ）

起動時に失敗したコンフィギュレーションに関する情報

を表示します。

show configuration failed startup, （120
ページ）

コンフィギュレーションの変更履歴を表示します。show configuration history, （122ページ）

設定のロールバックによって生じる変更、またはコミッ

ト IDのリストを表示します。
show configuration rollback changes, （133
ページ）

コミットされたコンフィギュレーションの内容を表示し

ます。

show configuration running, （136ペー
ジ）

アクティブなコンフィギュレーションセッションを表示

します。

show configuration sessions, （141ペー
ジ）

現在の（アクティブな）実行コンフィギュレーションを

表示します。

show running-config, （147ページ）
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show configuration rollback changes
rollback configurationコマンドによって行われた変更を表示するか、コミット IDのリストを表示
するには、EXECモード、管理 EXECモード、管理コンフィギュレーションモード、またはグ
ローバルコンフィギュレーションモードで show configuration rollback changesコマンドを使用
します。

show configuration rollback changes {commit-id| to commit-id| last number-of-commits} [diff]

___________________
構文の説明

コンフィギュレーションの名前。特定の commit-idを指定すると、指定さ
れたコミットがロールバックされた場合に限り生じる変更だけが表示さ

れます。

commit-id

システムが、commit-id引数で指定されるコンフィギュレーションにロー
ルバックした場合に実行コンフィギュレーションで生じる変更を表示し

ます。

to commit-id

システムが、number-of-commits引数で指定された回数の直近のコミット
にロールバックした場合に実行コンフィギュレーションで生じる変更を

表示します。

last number-of-commits

（任意）追加された行、変更された行、および削除された行を表示しま

す。

diff

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード EXEC

管理 EXEC

管理コンフィギュレーション

グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

直近の 100回のコミットがシステムによって保持されます。新しいコミット IDが追加される
と、最も古いコミット IDが破棄され、ロールバック動作には使用できなくなります。

（注）

特定のコミットによる変更を表示するには、toキーワードなしで commit-id引数を使用します。
これは、rollbackconfigurationコマンドの処理をトラブルシューティングする場合に役立ちます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りconfig-services

___________________
例 次の例は、to commit-idキーワードおよび引数を指定した show configuration rollback changesコマ

ンドの出力例を示します。出力には、引数で指定されたコンフィギュレーションコミットにコン

フィギュレーションがロールバックされた場合に生じるコンフィギュレーションの変更が表示さ

れます。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show configuration rollback changes to 1000000007

Building configuration...
hostname old-name
end

次の例は、last number-of-commitsキーワードおよび引数を使用した show configuration rollback
changesコマンドの出力例を示します。出力には、引数で指定された回数のコンフィギュレーショ
ンコミットにコンフィギュレーションがロールバックされた場合に生じるコンフィギュレーショ

ンの変更が表示されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show configuration rollback changes last 2

Building configuration...
hostname orig_name
interface POS0/1/0/1
shutdown
!
end

次の例は、diffキーワードを使用した show configuration rollback changesコマンドの出力例を示
します。

この表示では、次の記号が変更を示します。

• +は追加された行を示します。
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• -は削除された行を示します。

• #は変更された行を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router
show configuration rollback changes last 1 diff

Building configuration...
interface Loopback1000
# ipv4 address 1.1.1.1 255.255.255.255
!
end

___________________
関連コマンド 説明コマンド

ターゲットコンフィギュレーションに、以前のコンフィ

ギュレーションの内容を入力します。

load rollback changes, （55ページ）

コンフィギュレーションを以前のコミットにロールバッ

クします。

rollback configuration, （66ページ）
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show configuration running
実行コンフィギュレーションを表示するには、該当するモードで show configuration runningコマ
ンドを使用します。

show configuration running [ config-keyword ]

___________________
構文の説明

（任意）表示する特定のコンフィギュレーション。config-keyword

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード 管理 EXEC

管理コンフィギュレーション

グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

現在のアクティブなコンフィギュレーションを表示するには、show configuration runningコマン
ドを使用します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りbasic-services
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___________________
例 次に、現在実行中の（コミットされた）コンフィギュレーションの例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(admin)# show configuration running

Building configuration...
username lab
secret 5 $1$XNWt$j8RscNdncKSRoMSnqSpbj/
group root-system
!
end

___________________
関連コマンド 説明コマンド

ターゲットコンフィギュレーションを実行コンフィギュ

レーションに結合します。

commit, （24ページ）

ターゲットコンフィギュレーションに、それまでに保存

されているコンフィギュレーションファイルの内容を入

力します。

load, （47ページ）

ターゲットコンフィギュレーションの内容を表示しま

す。

show configuration（config）, （100ペー
ジ）

以前のコンフィギュレーションコミットによって行われ

た実行コンフィギュレーションに対する変更を表示しま

す。

show configuration commit changes, （105
ページ）

コミットデータベースに保存されたコンフィギュレー

ションコミットに関する情報を表示します。

show configuration commit list, （108ペー
ジ）

直前のコミットで失敗したコンフィギュレーションに関

する情報を表示します。

show configuration failed（config）, （111
ページ）

起動時に失敗したコンフィギュレーションに関する情報

を表示します。

show configuration failed startup, （120
ページ）

コンフィギュレーションの変更履歴を表示します。show configuration history, （122ページ）

設定のロールバックによって生じる変更、またはコミッ

ト IDのリストを表示します。
show configuration rollback changes, （133
ページ）

コミットされたコンフィギュレーションの内容を表示し

ます。

show configuration running-config, （138
ページ）

アクティブなコンフィギュレーションセッションを表示

します。

show configuration sessions, （141ペー
ジ）

現在の（アクティブな）実行コンフィギュレーションを

表示します。

show running-config, （147ページ）
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show configuration running-config
実行コンフィギュレーションを表示するには、EXECモードで show configuration running-config
コマンドを使用します。

show configuration running-config [ config-keyword ]

___________________
構文の説明

（任意）表示する特定のコンフィギュレーション。config-keyword

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

特定のキーワードの実行コンフィギュレーションだけを表示するには、config-keyword引数を使用
します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りbasic-services

___________________
例 次に、現在実行中の（コミットされた）コンフィギュレーションの例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show configuration running-config

Building configuration...
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!! Last configuration change at 15:36:31 UTC Thu Nov 17 2009 by lab
sessions Users with active configuration sess

!n
hostname router
line consolestartup Sh
exec-timeout 0 0onfiguration
!
logging console debugging
| Ou

snmp-server community public RW
<cr>

RP/0/0/
ipv4 source-routeadmin)#show confi
key chain IPSLA ?
key 10
key-string password 1
ipv4 address 10.0.0.0 255.255.255.0
encapsulation ppp
keepalive disable

!
interface POS0/7/0/0
shutdown
!
interface POS0/7/0/1
shutdown

!
interface POS0/7/0/2
shutdown
!
interface POS0/7/0/3
shutdown
!
route ipv4 0.0.0.0/0 12.7.0.1
ipsla
responder
!
!
end

___________________
関連コマンド 説明コマンド

ターゲットコンフィギュレーションを実行コンフィギュ

レーションに結合します。

commit, （24ページ）

ターゲットコンフィギュレーションに、それまでに保存

されているコンフィギュレーションファイルの内容を入

力します。

load, （47ページ）

ターゲットコンフィギュレーションの内容を表示しま

す。

show configuration（config）, （100ペー
ジ）

以前のコンフィギュレーションコミットによって行われ

た実行コンフィギュレーションに対する変更を表示しま

す。

show configuration commit changes, （105
ページ）

コミットデータベースに保存されたコンフィギュレー

ションコミットに関する情報を表示します。

show configuration commit list, （108ペー
ジ）

直前のコミットで失敗したコンフィギュレーションに関

する情報を表示します。

show configuration failed（config）, （111
ページ）
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説明コマンド

起動時に失敗したコンフィギュレーションに関する情報

を表示します。

show configuration failed startup, （120
ページ）

コンフィギュレーションの変更履歴を表示します。show configuration history, （122ページ）

設定のロールバックによって生じる変更、またはコミッ

ト IDのリストを表示します。
show configuration rollback changes, （133
ページ）

コミットされたコンフィギュレーションの内容を表示し

ます。

show configuration running, （136ペー
ジ）

アクティブなコンフィギュレーションセッションを表示

します。

show configuration sessions, （141ペー
ジ）

現在の（アクティブな）実行コンフィギュレーションを

表示します。

show running-config, （147ページ）
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show configuration sessions
アクティブなコンフィギュレーションセッションを表示するには、管理EXECモードまたはEXEC
モードで show configuration sessionsコマンドを使用します。

show configuration sessions [detail]

___________________
構文の説明

（任意）詳細情報を表示します。detail

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード EXEC

管理 EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

アクティブなコンフィギュレーションセッションを表示するには、show configuration sessionsコ
マンドを使用します。コンフィギュレーションセッションをクリアするには、clear configuration
sessionsコマンドを使用します。 show configuration sessionsコマンドを clear configuration sessions
コマンドとともに使用して、アクティブなコンフィギュレーションセッションがクリアされたこ

とを確認できます。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りconfig-services
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___________________
例 次の例は、show configuration sessionsコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show configuration sessions

Current Configuration Session Line User Date Lock
00000050-001200bb-00000000 con0_5_CPU cisco Fri Feb 16 17:23:47 2007

表 5： show configuration sessions のフィールドの説明

説明フィールド

システムにより生成されたコンフィギュレー

ションセッション ID番号。
Session

ユーザセッションが確立された行。場合によっ

ては、このフィールドに「UNKNOWN」または
「SYSTEM」と表示されることがあります。こ
れらのフィールドは、システムによって内部コ

ミットが実行されたことを示します。

Line

コンフィギュレーションセッションを開始した

ユーザ。

User

コンフィギュレーションセッションが開始され

た日時。

Date

ロックされた実行コンフィギュレーション。こ

のフィールドにアスタリスク（*）が表示され
た場合は、セッションがロックされていること

を意味します。一度に1つのセッションだけが
実行コンフィギュレーションをロックできま

す。

Lock

___________________
関連コマンド 説明コマンド

アクティブなコンフィギュレーションセッションを

クリアします。

clear configuration sessions, （22ページ）
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show default-afi-safi-vrf
現在のセッションのデフォルトアドレスファミリ識別子（AFI）、サブアドレスファミリ識別子
（SAFI）、および VPNルーティングおよび転送（VRF）インスタンスを表示するには、EXEC
モードで show default-afi-safi-vrfコマンドを使用します。

show default-afi-safi-vrf

___________________
構文の説明 このコマンドには、キーワードと引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード EXEC

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

現在のセッションのデフォルト AFIおよび SAFI設定を表示するには、show default-afi-safi-vrfコ
マンドを使用します。 AFIおよび SAFIの設定は、次のコマンドによって制御されます。

• set default-afi, （88ページ）

• set default-safi, （90ページ）

• set default-vrf, （92ページ）

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りbasic-services
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___________________
例 次の例は、show default-afi-safi-vrfコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show default-afi-safi-vrf

%% Default AFI/SAFI/VRF for this session is:
Address Family Identifier: 'ipv4'
Sub-Address Family Identifier: 'unicast'
Virtual Routing/Forwarding: ''

___________________
関連コマンド 説明コマンド

現在のセッションのデフォルト AFIを設定します。set default-afi, （88ページ）

現在のセッションのデフォルトの SAFIを設定します。set default-safi, （90ページ）

現在のセッションのデフォルト VRFインスタンスを設
定します。

set default-vrf, （92ページ）
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show history
EXECモード、管理 EXECモード、管理コンフィギュレーションモード、またはグローバルコン
フィギュレーションモードで実行されたコマンドの履歴を表示するには、サポートされているい

ずれかのモードで show historyコマンドを使用します。

show history [detail]

___________________
構文の説明

（任意）詳細な履歴情報を表示します。detail

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード EXEC

管理 EXEC

管理コンフィギュレーション

グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

show historyコマンドは、現在のコマンドモードで入力されたコマンドの履歴を表示します。た
とえば、EXECモードで入力されたコマンドの履歴を表示するには、showhistoryコマンドを入力
します。グローバルコンフィギュレーションモードで入力されたコマンドの履歴を表示するに

は、グローバルコンフィギュレーションモードで show historyコマンドを入力します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りconfig-services
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操作タスク ID

読み取りbasic-services

___________________
例 次の例では、EXECモードで showhistoryコマンドを実行し、EXECモードで入力されたコマンド

の履歴を表示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show history
configure
admin
show history

次の例では、グローバルコンフィギュレーションモードで show historyコマンドを実行し、グ
ローバルコンフィギュレーションモードで入力されたコマンドの履歴を表示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# show history
interface pos 0/1/0/0
ipv4 address 10.0.0.0
root
end
describe line default autocommand config
line default autocommand configure
end
show history
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show running-config
現在の実行コンフィギュレーションまたはそのコンフィギュレーションのサブセットの内容を表

示するには、該当するモードで show running-configコマンドを使用します。

show running-config [[exclude] command] [sanitized]

___________________
構文の説明

（任意）特定のコンフィギュレーションを表示から除外します。exclude

（任意）1つのコマンドのみを、または指定のコマンドノード下で使用
可能なコマンドのサブセットを表示します。

command

（任意）安全な配布と分析のためにサニタイズされたコンフィギュレー

ションを表示します。

sanitized

___________________
コマンドデフォルト 引数またはキーワードを指定せずに show running-configコマンドを実行すると、実行コンフィ

ギュレーションファイルの全体の内容が表示されます。

___________________
コマンドモード EXEC

管理 EXEC

任意のコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

実行コンフィギュレーションの全体、または実行コンフィギュレーションのサブセットのいずれ

かを表示できます。サブセットは、指定のコマンドモード内のすべてのコマンドである場合があ

ります。
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Cisco IOSXRソフトウェアでは、実行コンフィギュレーションは、システムの起動時、リセッ
ト時、または電源の再投入時に自動的に使用されます。実行コンフィギュレーションはコミッ

トされたコンフィギュレーションです。

（注）

サニタイズされた出力

インストール固有のパラメータを使用せずにアクティブな実行コンフィギュレーションの内容を

表示するには、show running-configコマンドを sanitizedキーワードを指定して使用します。 IP
アドレスなどの一部のコンフィギュレーション詳細情報は、異なるアドレスで置き換えられます。

サニタイズされたコンフィギュレーションを使用すると、コンフィギュレーションの詳細情報を

公開せずにコンフィギュレーションを共有できます。

コマンドモード

管理コンフィギュレーションモードで show running-configコマンドが入力されると、システムで
設定された論理ルータを含む管理プレーンのコンフィギュレーションが表示されます。任意のグ

ローバルコンフィギュレーションモードまたは EXECモードで show running-configコマンドを
入力すると、特定のセキュアドメインルータ（SDR）のコンフィギュレーションが表示されま
す。

表示から一部分を除外

exclude キーワードのあとに command 引数を指定し、表示から特定のコンフィギュレーションを
除外します。

___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取りconfig-services

___________________
例 次の例は、疑問符（?）によるオンラインヘルプ機能を指定して、show running-configコマンド

を入力し、実行コンフィギュレーションのサブセットを表示するために入力できる、実行コンフィ

ギュレーションの使用可能なサブセットを表示する方法を示します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show running-config ?

aaa Authentication, Authorization and Accounting
alias Create an alias for entity
aps Configure SONET Automatic Protection Switching (APS)
arp Global ARP configuration subcommands
as-path BGP autonomous system path filter
as-path-set Define an AS-path set
banner Define a login banner
cdp Enable CDP, or configure global CDP subcommands
cef CEF configuration commands
cinetd Global Cisco inetd configuration commands
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class-map Configure QoS Class-map command
clock Configure time-of-day clock
community-list Add a community list entry
community-set Define a community set
controller Controller configuration subcommands
dhcp Dynamic Host Configuration Protocol
domain Domain service related commands
exception Coredump configuration commands
exclude Exclude a feature or configuration item from display
explicit-path Explicit-path config commands
extcommunity-set Define an extended communitiy set
fault Fault related commands
forward-protocol Controls forwarding of physical and directed IP broadcasts
ftp Global FTP configuration commands
--More--

次の例では、Packet-over-SONET/SDH（POS）インターフェイス 0/2/0/1の実行コンフィギュレー
ションを表示するために show running-configコマンドが使用されています。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show running-config interface pos 0/2/0/1

interface POS0/2/0/1
ipv4 address 10.0.0.0 255.0.0.0

次の例は、sanitizedキーワードを指定して実行コンフィギュレーションのサニタイズバージョン
を表示する、show running-configコマンドからの出力例を示します。サニタイズされたコンフィ
ギュレーションを使用することにより、コンフィギュレーションを、その詳細を表示せずに共有

することができます。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show running-config sanitized

Building configuration...

!! Last configuration change at 05:26:50 UTC Thu Jan 19 2009 by <removed>
!
snmp-server traps fabric plane
snmp-server traps fabric bundle state
hostname <removed>
line console
exec-timeout 0 0
!
exception choice 1 compress off filepath <removed>
logging console debugging
telnet vrf <removed> ipv4 server max-servers no-limit
snmp-server ifindex persist
snmp-server host 10.0.0.1 traps version <removed> priv <removed> udp-port 2555
snmp-server view <removed> <removed> included
snmp-server community <removed> RO LROwner
snmp-server community <removed> RO LROwner
snmp-server group <removed> v3 priv read <removed> write <removed>
snmp-server traps snmp
snmp-server traps syslog
interface Loopback10
!
interface Loopback1000
!
--More--
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___________________
関連コマンド 説明コマンド

ターゲットコンフィギュレーションの内容を表示し

ます。

show configuration（config）, （100ページ）

コミットされたコンフィギュレーションの内容を表

示します。

show configuration running-config, （138ペー
ジ）
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template
テンプレート名を作成してテンプレートコンフィギュレーションモードを開始するには、グロー

バルコンフィギュレーションモードで template コマンドを使用します。テンプレートの定義を
削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

template name

no template name

___________________
構文の説明

作成されるテンプレートの一意の名前。name

___________________
コマンドデフォルト テンプレートは定義されていません。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更箇所リリース

このコマンドが追加されました。リリース 3.7.2

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用するには、適切なタスク IDを含むタスクグループに関連付けられているユー

ザグループに属している必要があります。ユーザグループの割り当てのためにコマンドを使用

できない場合は、AAA管理者に連絡してください。

テンプレートコンフィギュレーションモードを開始するには、templateコマンドを使用します。
テンプレートコンフィギュレーションモードでは、コンフィギュレーションコマンドのサブセッ

トを名前付きのテンプレートでグループ化できます。通常使用されるコンフィギュレーションコ

マンドセットを名前付きのテンプレートでグループ化できます。テンプレートの定義は、Cマク
ロ機能の作成と類似しています。テンプレートはモジュール性を提供し、コンフィギュレーショ

ンを容易にします。

テンプレートコンフィギュレーションモードを終了するには、end-templateコマンドを使用しま
す。テンプレートの定義後、テンプレートを適用するには、apply-templateコマンドを使用しま
す。テンプレートの内容を表示するには、showrunning-configコマンドを、オプションの template
キーワードと template-name引数を指定して使用します。
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___________________
タスク ID 操作タスク ID

読み取り、書き込みconfig-services

___________________
例 次に、テンプレートコンフィギュレーションモードを開始してテンプレートを作成する例を示し

ます。この例では、事前設定された Packet-over-SONET/SDH（POS）インターフェイス 0/1/0/1用
に「pre-pos」というテンプレートが定義されます。 end-templateコマンドは、テンプレートコン
フィギュレーションモードを終了するために使用します。

RP/0/RSP0/CPU0:router# configure
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)# template pre-pos
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-TPL)# interface preconfigure pos0/1/0/0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if-pre)# ipv4 address 10.3.32.154 255.0.0.0
RP/0/RSP0/CPU0:router(config-if-pre)# end-template
RP/0/RSP0/CPU0:router(config)#

テンプレートの設定後、設定したテンプレートの内容を表示できます。テンプレートコンフィ

ギュレーションを表示するには、show running-configコマンドを、template nameキーワード
および引数を指定して使用します。

（注）

次の例は、template nameキーワードと引数を指定した showrunning-configコマンドの出力例を示
します。この例では、出力に「pre-pos」という名前のテンプレートの内容が表示されます。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show running-config template pre-pos

template pre-pos
interface preconfigure POS0/1/0/0
ipv4 address 10.3.32.154 255.0.0.0

!
end-template

___________________
関連コマンド 説明コマンド

テンプレートをターゲットコンフィギュレーションに適

用します。

apply-template, （11ページ）

テンプレートコンフィギュレーションモードを終了しま

す。

end-template, （40ページ）

現在の（アクティブな）実行コンフィギュレーションを

表示します。

show running-config, （147ページ）
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